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Fig 1 25 石鏃法量分布図

(SD336)

最上層の暗褐色細砂 (41点)と 暗黄褐色細砂 (18点)に出土遺物が集中し、他の層位の遺物量は少ない。各層

位による組成の変化はない。

(そ の他の遺構〉

ピットなどから、剥片などが少量出土した。

2.狩猟・武器類

狩猟・武器類は石鏃の他、SK233か ら結晶片岩製の磨製石剣と考えられる破片が 1点出土している。

(石鏃〉

石鏃は54点出土している。このうち折損等で形状がわからない 9点 を除いた45点 について、最大長と重量、形

態の相関関係をFig.1251こ 表した。完形でも最大長1.2cm、 重量0,3g程度の極小の石鏃から、最大長3.Ocm、 重量2.Og

以上の大型の石鏃も含まれている。

石鏃の形態は凹基式が29点・64%を 占め、続いて平基式が13点・29%、 凸基式は 3点・7%である。極小の石

鏃は平基式と凹基式のものがほぼ半々であるが、凸基式の石鏃は大型石鏃に多い傾向を示す。

3.工具

工具類は石錐、石匙、スクレイパー、ノッチ、小型方柱状片刃石斧、扁平片刃石斧、磨製石斧が出土した。

(石錐〉

石錐は I類が若千多 く、 Ⅱ類・Ⅲ類はほぼ同数である。石材はサヌカイ トのほかにチャー ト製のもの

(Fig.81-11)が ある。中の池遺跡でサヌカイト以外の石材が打製石器の素材として使用されることは極めて稀で
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石器組成とその特徴

あるが、今回の調査でチャー ト製の楔形石器 (Fig.82-20)や チャー トの微細剥片が出土していることから、少

量ではあるが、石材を搬入して製作 していたと考えられる。

(ス クレイアヾ―〉

スクレイパーの出土′点数は石器組成の31.4%で 、組成の中心を占める。こうした傾向は第9,10。 11次調査と同

様である。スクレイパーは横長剥片を素材としたものが主体であるが、縦長剥片を素材や不定形な剥片を素材と

したものも含まれる。背部は自然面や折損面、背潰しによって構成され、刃部は両面調のものと片面調整のもの

がある。

(石斧類〉

中の池遺跡においては小型方柱状片刃石斧や扁平片刃石斧などの加工斧や伐採用の磨製石斧の出土点数が少な

い傾向にある。また石材も近隣で産出する石材以外が用いられる傾向にあり、未製品が出土しないことから、製

品の状態で搬入されたと考えられる。

4.農具

農具類は磨製石包丁、打製石包丁、打製石斧が出土した。

(磨製・打製石包丁〉

磨製石包丁と打製石包丁は磨製石包丁10点、打製石包丁13点 出上している。磨製石包丁の形態は長方形のVA
類と杏仁形のⅣ類があり、VA類の比率が高い。

打製石包丁は外湾する背部をもつⅡ類の比率が直線的な背部をもつI類 よりも高い傾向にある。

刃部は剥片の末端をそのまま使用した例 (Fig,48-12)も あるが、それ以外の打製石包丁は両面調整されるか

片面調整されている。(Fig,48-12)は 最大幅が5,4cmで、他の打製石包丁の平均値4.6cmと 比較すると大きく、打

製石包丁を使用する際は、①剥片の末端を刃部としてそのまま利用→②片面調整を施して鋭利な刃部を再生する

→③両面調整によって体部の厚みを減じて鋭利な刃部を再生するという段階が復元できる (Fig 126)。 この工程

は打製石包丁の素材である大型横長剥片の厚みと形状に制約を受けると考えられ①の段階から②の段階を経ずに

①の段階へと移行するものや、②の段階で廃棄されるものも存在すると考えられる。

5.漁労具

打久石錘と磨製石包丁を転用した石錘 (Fig.87-4)が 出土した。SD329か らは魚骨が多量に出土しているが、

大規模な網を使った漁業を想定できるような石錘の出土量はない。今後、漁業方法についての検討が必要である。

6.石器製作具

(石器石材)(Tab.23。 日g.121)

打製石器の素材はサヌカイトが中心で、若干チャー トを用いる。磨製の製品に安山岩 。流紋岩・片岩類を使用

する。今回の調査ではじめて蛇紋岩・紅簾片岩が出土した。安山岩と流紋岩は切石や扁平な素材 として搬入され

る傾向にあるが、片岩系石材や蛇紋岩は少量の破片が出土するのみである。第11次調査に引き続いて軽石が出土

したが、軽石は使用 した痕跡が見られない。
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F咆 .126 打製石包丁の刃部調整段階模式図

-15

(石核・楔形石器石核〉

サヌカイ ト製の石核 と楔形石器石核は14点 出土したが、このうち 6点 を図化 した (Fig。 127)。 剥片を素材とし

たものと、板状石材を素材としたものの 2種類存在 している。石核は板状石材の広い剥離面か剥片の腹面側から

剥片を剥離している。これに対 して楔形石器石核は剥離の進んだ板状石材や剥片を素材に両極技法を用いて剥片

を剥離している。

以上のことから、自然面や折損面を打面に直接打撃で剥片を剥離 した後、分害Jや折損で小さくなった素材から

両極技法を用いて剥片を剥離したことが伺える。

(剥片・微細剥離痕のある剥片〉

サヌカイ ト製の剥片類は743点 出土しているが、このうち砕片や微細剥片などを除いた、剥片と微細剥離痕の

ある剥片670点、総重量4435.lgに ついて検討を行う。

背面に自然面をもつ剥片および微細剥離痕のある剥片は36点・5.4%、 このうち背面全面に自然面を持つものは

SD283か ら3点、SD329か ら1点、SD336か ら1点の計 5点・0,7%に過ぎない (Fig。 122)。 石器で背面側に自然面

を留めるのは打製石斧の 3点、スクレイパーの 1点のみである。一般には自然面の付着率は資料の大きさに比例

するとされている (山 中 1994)。 現実に背面全面に自然面を有する剥片の法量の平均は最大長3.8cm、 最大幅3 6cm、

最大厚 1.Ocm、 重量12.5gで、剥片の平均値である最大長2,7cm、 最大幅3.2cm、 最大厚0.6cm、 重量6.6gよ りも大きい

傾向にある。しかし自然面の保有率は資料の大きさだけでなく、石材の形態、原石か板状石材かによって大きく

左右されると考えられる。出土している石核の形態がすべて板状石材か剥片を素材としているものであることか

ら、原石を搬入して石器製作を行った可能性は極めて低いと考えられる。

打面構成は両極技法の可能性が考えられる線打面、砕けが263点・39.3%、 打面を構成する自然面打面と平坦打

面は81点 。12.1%である (Fig。 123)。

∩
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日g.127 中の池遺跡第12次調査出上の石核・楔形石器石核 (S=1/3)

背面構成は打点と同一方向から剥離するA類が43%を 占め、直交方向のB類・D類が69点 。10.3%と 低いなが

ら一定量を占める (Fig。 124)。 頻繁に打面転移が行われた痕跡は伺えないながらも、状況に応じて打面の位置を

転移していたと考えられる。また両極技法の存在をうかがわせるAb類 とC類が53点・8,0%存在している。

(剥片剥離技術の復元〉

以上の石核と剥片の属性から検討を行う。石核素材はいずれの技術を用いる場合も板状石材か剥片を素材とし

て用いている。円礫や扁平礫の存在は上述の剥片の背面構成から考えると搬入された可能性が極めて低いといえ

る。

剥片剥離技術A

両極技法により、板状石材や剥片の両端から剥片を剥離する技術。石核には姑向する剥離痕が残 り、石核の上

下端には打撃に伴う潰れ痕を観察できる。剥離痕にはバルブが残らず、薄手の小剥片を得たものと考えられる。

剥片剥離技術 B

作業面を固定して剥片を剥離する技術。折断面や折損面、自然面を打面に片面に作業面を定め、打点をほぼ水

平に移動させて薄手の剥片を剥離する。剥片は横長で幅広の剥片が剥離される。石核素材が大型であれば大型の

横長剥片を剥離することが可能であるが、中の池遺跡で出土している石核からはこうした大型の剥片を剥離した

痕跡は伺えない。
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石器組成とその特徴

7。 まとめ

以上、中の池遺跡第12次調査出土の石器について製作技術を中心に検討を行った。これまでの調査のまとめに

おいて中の池遺跡にサヌカイ トの原石が搬入された形跡がないことを指摘してきたが (船築2004・ 2005)、 今回

の剥片の分析を通じて裏づけられたといえる。しかし今回の分析は、中の池遺跡の具体的な様相の一部を明らか

にしただけで、ケース・スタデイーとしての位置付けにとどまるものである。今後、近隣の石器製作技術につい

ての分析を通 じて、弥生時代前期の普通的結論を導 く必要がある。また石材の搬入形態については、弥生時代の

金山産サヌカイトの流通は、金山からの距離に関係なく規格化された板状石材が流通していることが明らかとな

った。拙著が近日刊行予定であり、こちらを参照されたい。
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附

附章

2005年 に報告を行った第11次調査 SD412・ 暗灰色粘土から竪櫛が出土していた。一覧表には記載していたが、

実測・報告を行っていなかった。しかし、その形状等はこれまで中の池遺跡で見つかっていないタイプのもので

あり、その重要性を鑑み本報告において追加報告を行う。

第11次調査 SD412・ 暗灰色粘土出土木製品 (Fig.120

竪櫛が出土した。

9本以上の歯を堅縛して漆によリコーテイングしたと考えられるが、縛った痕

跡は確認できない。上端部は完全に遺存しているため、縛ったのは下1端部と推定

される。表裏面にはl cmあ たり5本の曲線が上端部の山面に沿うように施されて

いる。漆は赤漆を用いている。分析を行っていないため、赤色顔料の成分は不明

である。劣化が著しく、漆膜のみが残存する状況である。 韓 f=

0          5cm

日o.128 第11次調査

SD412出土竪櫛 (S幸 1/2)
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遺構一覧表

Tab.24 中の池遺跡第12次調査出土遺構一覧表 (1)
第 1調査区

S_番号 潰様番号 種 別 所 見 地 区

S D 101 溝 101→112 埋土褐灰色土 遺物出土せず a～ n7～ 9

土坑 P 103→102 埋土箔灰色上で深 さ2cll程 度 遺物 ほ とん ど出土せず C9

S D 103 滝 埋土暗褐色細砂 深 さ3cll 古婚時代以降か ? c dつ 10

S D104 再 ユ12■14→104 百墳時代以降か イ c～ k3～ 6

105 土 坑 111■ 13→105 自色砂混 じり 糖乱か ?近世以降の瓦出土 c d‐ 4・ 5

106 土坑 ? 106→103108 深さ3cn 遺物ほとんど出土せず d910
107 S D107 溝 と07→109 須恵器出土 c～ i3～ 5

108 S D 108 溝 cつ～19

109 土 坑 107→109 埋上 自色砂混 じる 埋土黒褐色細砂 深 さ8cI 視乱 ? 遺物ほ とん ど出土せす f‐4

糖舌し 理土責褐色細砂 糖乱 f～ i-67

ユ S Dlll 藤 H2113■ 24126→ nl→lo5 mO 百墳時代以降 ? c～ q4～ 11

2 S D 112 縛 101■ 18■ 26→ 11l m2 古墳時代 以降 ? b^― o‐9

3 S K l13 土坑 113‐ 111104105 埋土黒褐色シル ト 深さ10cm 遺物ほとんど出土せず b  c4
4 土 坑 埋上黒褐色 シル ト 深 さ10cll c dB 4

5 撹乱 埋土暗褐色シル ト塊を含む灰自色細砂 11

6 撓 乱 11

7 境 乱 117→ 108 埋土暗褐色 シル ト塊 を含 む灰 白色細砂

魂 乱 112→ 118 埋土暗褐色 ンル ト塊 を含 む灰 日色制紗 k～ 弔 9

9 撹 乱 埋土暗褐色 シル ト塊 を含 む灰 自色細砂

境乱 108→ 120 埋土暗褐色 ンル ト塊を含む灰白色細砂 j～ q‐10～ 15

1 撹 乱 埋土暗褐色 シル ト塊 を含 む灰 自色綱砂 k-12・ 13

土坑 遺物ほとんど出土せず d  e4
S D123 溝 123→ 111 遺物 ほ とん ど出土せす dお～ J‐7

S K124 土坑 ? 124→ 104111 黒褐色の埋土  弥生時代 の遺種 と埋土類似 f― h56
ビッ ト 埋土鶴灰色土 遺物 ほとん ど出上せず

土坑 126→ 111■ 2 黒褐色の埋土 遺物 ほ とん ど出土せず k  l-7

S B 127 建物 a～ oの ピットで構成 3間 X2間 で東西庇 遺物出土せず v w■ 8 19
S D 128 溝 129→ 130→ 128 古墳 時代以降 D E■ 5'16
S D 129 溝 129→ 130→ 128 古墳時代以降 D・ E■ 5'16
S D 130 溝 129→ 130→128 古墳 時代以降 D E■ 5 16
S D131 溝 古増時代以降 ? E■4 15
S D132 薄 134→ 132 選物 出土せす ～E■ 3-16

土坑 遺物出土せず D・ E■ 6

S K 134 土坑 134→ 129 132 遺物出土せず D E■ 5 16
土坑 埋土中に炭 を多量 に含 む 遺物 出土せず v‐20

欠番

1日 ,可道 遺構面のベースを形成 遺物出土せす e～ n7～ 13

土坑 遺物出土せず

S―番号 遺構番号 種 別 所 見 地 区

境者L Bワ

境乱 Bワ

境乱 B乾

204 土坑 遺物出土せず

S D205 溝 205→206 遺物 ほとん ど出土せず A B4
ピット 205→206 潰物 ほとん ど出十せず A B‐ 4

遺物 ほとん ど出土せす A5

S D208 滝 調査 区を斜めに切 る浅い溝 A・ B7～ H
209 S D 209 蔦 A・ B■ 1～ 12

土坑 遺物 ほとん ど出土せず A■ 7

土坑 遺物出土せず A■ 7

ビット 遺物 出土ほ とん ど出土せず

ピット 遺物出土せず A■ 8

ビット 遺物出土せす

ピット 埋土灰色細砂 潰物ほ とん ど出土せず

堪土灰絢色制砂 遺物 出土せす A■ 8

土坑 220→217 遺物 ほ とん ど出土せず A■ 9

境者し A B2
土坑 遺物 ほとん ど出土せず A

220 S D220 溝 大型の区画溝 弥生時代 A～ F‐18～21

221 S P22ユ ビット 埋土褐灰色 シル ト 弥生時代 の遺構 と埋土類似 C22
222 ピット 弥生時代の遺構 と埋土類似

223 S P223 弥生時代 の遺構 と埋土類似 A23
224 ピット 2つ のビットが切り合って存在 弥生時代の遺構と埋土類似 A‐24

225 弥生時代 の遺構 と埋土類 4以

226 撹 乱 理土灰色細砂 B27
227 遺物ほ とん ど出土せす 弥生時代 の選穂 と埋土類似

228 ビット 弥生時代 の遺穂 と運土類似 B27
遺物ほとんど出土せず 弥生時代の遺構と埋土類似

230 ビット 里土黒褐色 シル ト 遺物 ほ とん ど出土せす 弥生時代 の遺穂 と埋土類り

ピット S A277i 遺物ほとんど出土せず 弥生時代の遺構 と埋土類似

232 ビット 弥生時代の遺穏 と理土類似 じ‐22

S K233 土坑 233→249250251 弥生時代 B  C 23 24
S D234 溝 240→ 234→ 277 弥生時代 B C‐2]

S D235 溝 境乱 に切 られ一部 しか残 らない力辻ヒ較的没 い 弥生時代 ? A B■ 4・ 15

236 埋土黒褐色 シル ト 弥生時代 P B23・ 24

撹乱 理土灰褐色細砂 B97
S D238 鷹 A～ C25



遺構一覧表

Tab.25 中の池遺跡第12次調査出土遺構一覧表 (2)

239 S K239 土 現 239→ 220 完形に近い弥生土器整出土 一部は S D 220下 層のものと接合 弥生時代 C20
240 S K240 土 坑 220→ 240→ 234 遺物出土せず B20 21
241 S D241 溝 遺物出土せず B C‐ 40

242 S D242 溝 古墳時代以降 B'C38 39
S D243 溝 須烹器出土 古塔時rt以 降 B C 37 38

244 S D244 扇 B C

245 S D245 溝 245→ 243 遺物 ほとん ど出土せず B・ C37・ 38

S P246 無顕壷出土 弥生時代 B24
247 238→ 242 遺物 ほとん ど出土せず 弥生時代 ?

ビット 遺物ほとんど出土せず 弥生時代 ? B24
続 乱 233→249C24
ビット 233→ 251→ 250 埋土黒褐色 シル ト 遺物 ほ とん ど出土せず B24

238→ 251→ 250 遠物ほ とん ど4H土せす 弥生時代 ∵ B‐24

252 ビット 遺物ほ とんど出土せず B-27

253 238→ 253 遺物ほとんど出土せず Bワ5

254 ビット 埋土暗褐色 ンル ト 遺物 ほとん ど出土せず Bワ3

S P255 ピット 遺物ほとんど出土せず B93
ビット 置物 ほとん ど出土せす B23

257 ピット 潰物 ほとん ど出土せず

258 土抗 道物 ほ とん ど出上せす

259 ピット 住居址 の可能性あ り 遺物 ほとん ど出土せず d'a21・ 22

260 S P260 ビッ ト 住居址の可能性 遺物出土せず 弥生時代 P d E 21 22
S P261 ビット 住居址 の可能性 遺物出土せす 弥生時代 P d・ E‐21 22

262 S P262 ピット 住居址の可能性 遺物出土せず 弥生時代 P d・ E21・ 22

263 S P263 ビッ ト 住居址の可能性 遺物出土せす 弥生時代 P d'E21・ 22

264 S P264 ビット 住居飢の可能性 捜物出土せず 孫生時代 ? d・ E21・ 22

265 S P265 往居址の 可能性 遺物出土せす 弥生時代 イ

266 S P266 ビット 住居址の可能性 遺物 出土せず 弥生時代 P d・ E21・ 22

267 S P267 住居址の可能性 遺物出土せず 弥生時代 ? d E21 22
268 S T268 住居 268～ 274ま で一連の柱穴 268宣  弥生時代 ? E F‐21 22
269 ピット 268f 遺物出土せず E F 21・ 22

270 268e 遺物出土せす E・ F21 22
ビット 268d 遺物 ほとん ど出土せず E F91 22

268c 遠物出土せす

ピット 268b 遺物出上せず E・ Fワ 1・ 22

274 268a 遺物出土せず E・ F91 22
ビット 276→275 遺物出土せず E F 21 22

S K276 土坑 276→275 S T268に 伴う可能性あ り 遺物出土せず E Fワ 1・ 22

S A277 柵 列 a～ kま での11の ビットで構成される 280→ 277 弥生時代 A～ F20・ 21

柵列 ? a～ dの 4つ のビットで構成されるが、柱間そろわず ビットの大 きさも不安定 C～ E21
S D279 蒲 270・ 271→279 弥生時代

S D280 溝 280→277 遺物 ほとんど出土せず 弥生時代 ? E・ F‐20 21

理土黒褐色ンルト 還 1//Jほ とんど出土せす 弥生時代 ? E21
ビット 遺物 ほ とん ど出土せず 弥生時代 P B24

S D283 溝 大型の溝 区画溝か P 弥生時代 A・ B-43～ 47

欠 番 A・ B‐23

ピット 埋土灰褐色シル ト 弥生時代 ? A・ B23
理土灰褐色 シル ト 遺物出土せず 弥生時代 ? A・ B23

ビット 埋土灰褐色 シル ト 損物出土せず 株生時代 ? A B 23
埋土灰褐色 シル ト 遺 77J出土せす 弥生時代 ? A B‐ 23

289 ビット 290→289 遺物 ほとん ど出土せず 弥生時代 ? B23
S P290 290→289 291 遺物ほとんど出土せず 弥生時代 ? B23

ビット 290→291 遺物ほとん ど出土せず 弥生時代 ?

S P292 ピット 遺物ほとんど出土せず 弥生時代 ? C‐22

S K293 土 坑 近現代の野壷 A B 27・ 28

S K294 土坑 近現代 下半は漆喰で回める 野 壷 A・ B28
S X295 2つ の ビッ トを細長い土坑がつ な ぐ 遺物 出土せす 弥生時代 P D20
S P296 ツ ト X295と ともに一連の追穏の可能性あり 遣物出土せず 弥生時代 ? D20
S P297 D20
S P298 ツ ト S X295と ともに一連の遺構の可能性あり 遣物出土せず 弥生時rt? Dワ 0

任 魚群 a～ eの 5つ の柱穴で構成 当初住居址 と考えていたが、後の検討の結果、柱穴群として扱うこととした B'C97 28

S D303と の切 りあい部分は撹乱により不明 弥生時代

と同一遺構であること

A・ B■ 1～ 12

埋土から中近世のものと考えられる

334→ 308 遺物ほとんど出土せず 弥生時代

遺物ほとんど出土せず 弥生時代 ?

316～ 319は 一連のビット群と考えられるが埋土ほ

316～ 320は 一連のピット群と考えられるが埋土は褐灰色で弥生時代の遺構とはやや異なる 遺物出土せず

316～ 321は 一逗のビット群と考えられるが埋土は褐灰色で弥生時代の遺穏とはやや異なる 遺物出土せ

155



遺簿■覧表

Tab.26 中10池遺跡第把攻調査出土遺鶴一覧装 (3)
319 働 呂五せず B‐31

S29 ItrA 漂 き舒ゞ漸繭置慶 AtB翻
821

322 ピジト 継 南叩已
=

A‐17

323 � daracft,
1盟 S X324 ELA 2‐811 蝉 A卒 B‐13

語 欠番 A_13

1餡 ビヴト B‐15.

!盟 S K37 頸 輯 A,B83■ 34

328 通物ほとれで樹■」ビす!1鰤 P B‐36

協 S D829 震 A■ B‐87-99
330 S至8帥 ILA ヒ

1筆1 ピサト
`こ

と崩8出主せず 1機螂騨留 A36
332 動 はと親即麟鷲ず'ぬ螂評W A86
338 Bユ

S醜 構 334‐308 逢秘H■せず A B■8

335 S D385 羅 J野は百墳埓代p糾 り輝つ Ffm佐大

336 S Dald 議 388‐37疎生簿穐 A tt B 41-43

337 驀 A‐ B4
38B 8D938 議 聴生時代  周辺 傷議に■ して署 しぐ通靱少な

“

A・ B‐45Ⅲ I釜
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第 1調査区
S102

石器  1安 山岩細

S D 103

弥生土器 1壷・奏・細片

S D104 灰褐色細砂

弥生土器 壷・甕・鉢・小型壷・細片

石器 石鏃・楔形石器・二次加工ある剥片・剥片・

安山岩剥片・チップ・台石
土製品 円盤

S D 104

弥生土器 壷・棗・鉢・細片

石器

石鏃・スクレイパー・二次加工ある剥片 。

微細剥離痕のある剥片・剥片・安山岩剥片
チップ・くぼみ石・磨石

S105
弥生土器 帝 ・ 季

石器

瓦類

石鏃・剥片

平瓦

S106
弥生土器 1養・細片

S D107 灰

弥生土器 壷 ・ 発 ・ 沐Ш片

石 器 る鏃未製品か ?・ 剥 片

S D 107

弥生土器 露 ・ 零 ・ 細 片

須恵器 材 身ヽ ・ 材 寺ヽ

土師器 甕・細片

石 器 楔形石器

SI)108

弥生土器 壷・甕・鉢・ミニチュア鉢・細片
上師器 細 片

石器
スクレイパー・石核・二次加工ある剥片・

剥片 。安山岩剥片

S109
弥生土器 1細片

S l10

弥生土器 1細片

S Dlll

弥生土器 壼・甕
石 器 二次加工ある剥片

S Dl12

弥生土器 帝 ・ 奪

石器 チップ

S Dl13

弥生土器 1養・細片

S l14

弥生土器 細 片

石 器 楔形石器・剥片

Tab.27 中の池遺跡第12次調査出土遺物一覧表 (1)

遺物一覧表

S l15

弥生土器 細 片

石 器 剥片

S l16

染付  1細片

S l17

弥生土器 細 片

石器 安山岩剥片

S l18

弥生土器 1細片

S l19 黒色土

弥生土器 1細片

S120
弥生土器 壷・甕

土師器 細 片

衆付 椀 ・ 細 片

石 器 楔形石器・剥片・砥石・磨石 (石英片岩 )

瓦類 平瓦

金属製品 スラグ・不明鉄製品

S121

弥生土器 細片

石 器 剥 片

S122
弥生土器 1細片

S D123

弥生土器 蜀

石 器 砥 石

S X 124

弥生土器 1壺・甕

S125
弥生土器 1細片

S126
弥生土器 1細片

S D128

弥生土器 1重・奏

S D129

弥生土器 1甕

S D130

弥生土器 1壺・甕

S D131

弥生土器 1壼

1ト レ 表土

弥生土器 帝 ・ 奉 ・ 幸 寺 ・ � 片

須恵器 細 片

白磁 紅皿

国産陶器 皿・唐津・細片

石器 石鏃・剥片
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遺物一覧表

弥生土器 壷 。甕・鉢・細片

輸入陶器 青磁椀

国産陶器 細 片

第 2調査区
S D205

弥生土器  細片

S D208

弥生土器 壷・細片

石 器 剥 片

S D209

弥生土器 1細片

S210
弥生土器  細片

S212
弥生土器 1細片

S215
弥生土器 1細片

S217
弥生土器 1細片

S218
弥生土器 細片

石 器 剥 片

その他 焼 土

S219
弥生土器 細 片

石器 剥片

S D220 灰責色土

弥生土器 壷・奏

石器

石鏃未製品 P・ 石錐・石錐未製品・石匙・

スクレイパー・小型方粒状片刃石斧・

打製石斧 ?・ 楔形石器・二次加工ある剥片・

微細剥離痕のある剥片・剥片 。敲き石

S D220 黒褐

弥生土器 帝 ・ 零 ・ 零 琴 ・ 鉢

石器

石鏃・スクレイパー・ノッチ・磨製石斧

楔形石器・楔形石器石核・石核・

二次力Π工ある剥片・剥片・安山岩素材

その他 焼土塊

S D220 混礫黒褐色土

弥生土器 壺・甕・鉢

石器

石錐・磨製石包丁 。打製石包丁 ?・ スクレイ
パー・ノッチ・楔形石器 。二次加工ある剥

片・微細剥離痕のある剥片・剥片・敲き石・

流紋岩素材 。安山岩素材
‖

Tab 28 中の池遺跡第12次調査出土遺物一覧表 (2)

撹舌し 1ト レ 灰色砂質土

弥生土器 1壼・奏

S D220 断割等

弥生土器 甕・鉢・ ミニチェア鉢

石器 石棒

土製品 円板

その他 焼土塊

S P22ユ

弥生土器 1壷・細片

S222
殊生土器 望

石器 二次加工ある剥片

S P223

弥生土器 甕・細片

石 器 剥 片

S224

弥生土器 細 片

石 器 剥 片

S225
弥生土器 壷・甕・細片

石器 楔形石器・剥片

S227
弥生土器  糸田片

S228
弥生土器 1甕

S229

弥生土器 1細片

S230
弥生土器 1細片

S231

弥生土器 1細片

S232

1 弥生土器 1細片               _ |

S D220 暗褐色シルト

弥生土器 壷・奏・奏蓋 。壷蓋・鉢・小型鉢・

ミニチュア壷

石器

磨製石包丁・打製石包丁・スクレイパー・

ノッチ・打製席斧・楔形石器・石核・二次加

工ある剥片・微細剥離痕のある剥片・剥片・

安山岩素材

土製品 円板

木製品 加工木

その他 焼土塊
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S K233

弥生土器 節 ・ 零

石器

石鏃・石錐・スクレイパー・磨製石父V・

楔形石器 。二次加工ある剥片・微細剥離痕の

ある剥片・剥片・砕片・チップ

その他 流 4竹物 ・ 141+琥

S D234

弥生土器 帝 ・ 幸 。� 片

石 器 剥片・ くぼみ石

S D235
弥生土器 壷・甕・細片

石器 剥片

S236(S T284f)
弥生土器  糸田片

S237
弥生土器 1細片

S K239

弥生土器 壷・奏

石器
楔形石器・二次加工ある剥片・微細剥離痕の

ある剥片・チップ・くぼみ石

S D242

弥生土器 細 片

古式土師器 甕

石 器 楔形石器・剥片

S D243

弥生土器 雨 ・ 細 片

古式上師器 甕

須恵器 攀 ・ 杯 琴

石器
スクレイパー・打製石斧 ?。 二次加工ある

剥片・剥片・砕片・安山岩素材

S D244

弥生土器 帝 ・ 幸 ・ � 片

石器 打製石包丁・楔形石器・剥片

S D245

弥生土器 細 片

石 器 剥片

S P 246

弥生土器 雨 ・ 細 片

石 器 剥片・砥石

S247
弥生土器 1細片

S248
弥生土器 細 片

石器 剥 片

S249
弥生土器 喬

。 憂婆

白磁 壷 (近代)

国産陶器 悟 鉢

染付 椀

石器 剥片

瓦類 平 瓦

木製品 不明木製品

金属製品 不明鉄製品

S D283 褐色土
・奏

石器  1姦警:盤著要霧美吾塗押
工ある剥片・剥片・

Tab.29 中の池遺跡第‖2次調査出土遺物一覧表 (3)

遺物一覧表

S250
弥生土器 細 片

石器 剥片

S251
弥生土器 細片

石 器 剥 片

S252
弥生土器 1細片

S253
弥生土器 1壷 ・細片

S254
弥生土器 細片

石 器 剥 片

S P 255

弥生土器 帝 ・ 細 片

石器 石錐・剥片

S256
弥生土器 甕・壷 。細片

石器 楔形石器・剥片

S257
弥生土器 霊

石 器 剥 片

その他 焼土塊

S258
弥生土器 1細片

S259
弥生土器  細片

S P264

弥生土器 1細片

S P267

弥生土器 1細 片

S P 271

弥生土器  細片

石器  1剥片

S D279
壷・甕

石器  1剥片

S D280

弥生土器 細片

石 器 剥 片

S281
弥生土器 1細片

S282
弥生土器 壷

石 器 くぼみ石 ?

159



遺物一覧表

S P287

弥生土器 豆・奏

石 器 剥 片

S289
弥生土器 細 片

石 器 楔形石器

S P290
菰生土器 甕

石 器 nll片

S291

弥生土器 細 片

石 器 剥 片

第 3調査区
S D301

弥生土器 1壷

S302

石 器
石鏃・スクレイパー 。二次加工ある剥

痕ある剥片・剥片

S D303 黒褐色細砂

弥生土器 壷・甕・鉢

石器 石 飩 ・ ス ク レ イ パ ー ・ 楔 形 石 器 ・ 剥 片

S D303 陪褐色細砂
弥生土器 盗

石器 樫 杉 府 熟 ・ 劃 I片

S D303 暗褐灰色細砂

弥生土器 歳 ・ 攀 ・ 欲

石器
スクレイパー・楔形石器・三久加工ある剥

片・剥片

S D303 灰褐色細砂
弥生土器 鉢 ・ � 片

石器 磨製石包丁・剥片・ くぼみ石・敲 き石

S D303 灰色細砂

弥生土器 歳 ・ 拳 ・ 欲

土製品 紡錘車

Tab.30 中の池遺跡第12次調査出土遺物一覧表 (4)

表土

表採

撹乱

弥生土器 壷・
:イ雪::

国産陶器 士望

染付 椀

石 器 剥 片

土製品 レンガ

金属製品 不明鉄製品

2ト レ 包含層

木製品 1不明木製品

S D303 壁面

弥生土器 1壷・奏

S305
弥生土器 1細片

S D306 黒褐色細砂

弥生土器 帝 ・ 奪

石 器 磨製石包丁・楔形石器・剥片

IEl裂 齢 紡錘車

S D306 黒色細

弥生土器 壷・甕・奏蓋・鉢

石 器

スクレイパー・楔形石器・石核 。二次加工

ある剥片・剥片 。砕石・蔽き石・砥石・

台石・ くぼみ石・磨石

その他 焼土塊

S D306 暗灰色シルト

弥生土器 壷・奏・弩蓋・鉢

石器
打製石包丁・スクレイパー・石核 。二次加工

ある剥片・剥片・台石・くぼみ石
その他 焼土塊・歯

S D306 暗灰色シル ト

弥生土器 重・奏

石 器 二次加工ある剥片・剥片

その他 焼土塊

S P292
弥生土器 細 片

石器
石鏃 。二次加工ある剥片・微細剥離反のある

剥片・剥片

その他 炭

S D283 黒褐色土

弥生土器 帝 ・ 幸 ・ 幸 等 ・ 8称 ・ 欲

石器

石鏃・石錐・スクレイパー・打製石斧・

楔形石器 。二次加工ある剥片・微細剥離痕の

ある剥片・剥片・砕片・砥石・台石・

講善肩・|_X府

2ト レ Z tt Z層

弥生土器 喬 ・ 攀

土製品 円板

その他 焼 土

S P285

弥生土器 壷

石器 剥片

その他 焼 土

弥生土器 帝 ・ 奪

染付 椀

石器 石鏃・剥片・石錘

ΠＨＨ製木 井戸枠

金属製品 不明鉄製品

弥生土器 壺・甕・細片

国産陶器 奏

石 器 剥 片

その他 焼 土
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S D306 褐灰色細砂

弥生土器 壷・甕・鉢・大型壷

石器 楔 形 石 器 ・ る 核 ・ 剥 片 ・ サ ヌ カ イ ト製 敲 きる

土製品 円板

その他 焼土塊

S308
弥生土器 細 片

その他 焼土塊

S D309 黒褐色細砂

弥生土器 壷・甕・手づ くね鎌・ ミニチュア甕or壷

石器
スクレイパー・楔形石器・二次力n工ある剥

片・微細剥離痕のある剥片・剥片

S D309 暗褐色細砂

弥生土器 帯 ・ 零 ・ 係

国産陶器 括鉢

石器 磨製石包丁・二次加工ある剥片・剥片

S D309 褐灰色細砂

弥生土器 1細片

S D309 灰色シルト

弥生土器 壺・甕
石 器 スクレイパー・楔形石器・二久加工ある剥

片・安山岩素材

土製品 円板

S D309 黒灰色シルト

弥生土器 望 ・ 盗

石 器 楔形石器・敲 き石・台石

木製品 不明木製品

S310
弥生土器 1細片

S K311

弥生土器 甕・高不脚

石 器 剥片 。くぼみ石

その他 焼土塊

S K312

弥生土器 堕

石 器 剥 片

S K313

弥生土器 帝 ・ 幸

石 器 台石

S321
弥生土器 1甕

S322  S331
弥生土器 1奏

S323
弥生土器 細 片

石器 ス ク レイパー

遺物一覧表

S K324
弥生土器 喬 ・ 拳 ・ 丈 迎 言

石器
石鏃・スクレイパー・磨製石斧 。楔形石器
・二次加工ある剥片・剥片・砕片

‖

S325
弥生土器 1細片

S327
弥生土器 大型豆

石器
スクレイパー 。打製石斧 ?・ 楔形石器・

剥片・チップ

S328
弥生土器 細 片

石器 剥 片

その他 焼土塊

S D329 褐灰色細砂

弥生土器 帝 ・ 奉 ・ 幸 寺

石器

石鏃・石匙・打製石包丁・スクレイパー・

扁平片刃石斧・楔形石器・石核・二次加工

ある剥片・微細剥離痕のある剥片・剥片・

砕片・敲き石・砥石

石製品 管 玉

土製品 円板・紡錘車

その他 焼土塊

S D329 暗褐色細砂

弥生土器 壷・奏・奏蓋・鉢

石器

石鏃・石鏃未製品・石錐・石匙・磨製石包

丁・スクレイパー・打製石斧・楔形石器 。

楔形石器石核・石核 。二次加工ある剥片・

微細剥離痕のある剥片・剥片・砕片・敲き石
・砥石・台石・チップ・くぼみ石・磨石・

安山岩素材
土製品 円板

その他 焼土塊・反・動物の骨・歯

S D329 暗責灰色シルト

弥生土器 百 ・ 奪 ・ 係

石器 剥片・敲 き石 。安山岩素材

木製品 堅櫛 (漆塗り)

その他 け 十城・ 尻 4監未 ・管 片

S D329 灰色粘土

弥生土器 1壼・大型壷

S D329 褐色シルト

弥生土器 ●H・ 奪 ・ 奉 幸

石器 スクレイパー・二次加工ある剥片・剥片
くぼみ石

土製品 円板

S D329 断割等

須恵器   1藷

S330
弥生土器  1菱

S331

石器剥片  |

S332
弥生土器  1細片

Tab.31 中の池遺跡第12次調査出土遺物一覧表 (5)

S D306 暗褐色細砂

弥生土器 壷・甕・大型壷

石器

打製石包丁・スクレイパー・ノッチ・

楔形石器石核・微細剥離痕のある剥片・

剥片・敲き石・砥石・砥石台石・台石
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遺物一覧表

S333
孫生土器 甕

石器 二次加工ある剥片・剥片

S D335  夙鷲てヨ糸田
殊生土器 議 ・ 攀

石 器 石鏃・石錐・スクレイパー・楔形石器・

剥片・砥石

S D335 褐色中粒砂

弥生土器 帝 ・ 季

須恵器 杯

石器
石錐・楔形石器・二次力H工ある剥片・微細

剥離痕剥離痕のある剥片・剥片・敲き石

Tab.32 中の池遺跡第12次調査出土遺物一覧表 (6)

S D336 暗責褐色細砂

石器  1羅誉:簑監⊆嚢寿〒金智者
ある

S D336 灰褐色細砂

弥生土器 書 ・ 攀

石器

スクレイパー・打製石斧 ?・ 二次加工ある

剥片・微細剥離痕剥離痕のある剥片・剥片・

講善肩

その他 焼土塊

S D336 暗灰色 シル

弥生上器 乖 ・ 零

石 器 剥片・軽石

土製品 円盤

S D336 暗灰色細砂

1 弥生土器 1壼・奏                 J

S D386 褐色細砂
弥生土器 蘇 争・ 攀

石器 剥片・蔽 き石・砥石・磨石

その他 焼土塊

S D336 断害」り等

弥生土器 奏

石器 スクレイパー・敲 き石

S337

弥生土器 細 片

石 器 二次加工ある剥片

S338 灰色細砂

弥生土器 1壷・甕

S338 暗褐色細砂

弥生土器 1壷・養

S338 暗褐灰色細砂

弥生土器 帝 ・ 攀

石 器 打製石包丁・剥片

０
０

弥生土器 壷・甕
石器 安山岩原石

3ト レ 表土及び包含層

弥生土器 壷

国産陶器

染付 椀・皿

瓦類 瓦

その他 焼土塊・桃の種

3ト レ 表採他

弥生土器  1細片

色

S D335 褐灰色細砂
弥生土器 講 ・ 零

石器 二次加工ある剥片・剥片

その他 焼土塊

S D335 暗灰色細

弥生土器 壷・甕・鉢

石 器 鏃

核

石

石
石
砥

石錐・スクレイパー・楔形石器・

二次加工ある剥片・剥片・砕片・

台石

土製品 円盤

ミニチ ェア

・スクレイパー・

磨製石斧・打製石斧 ?・ ノッチ・楔形石器・

二次加工ある剥片・微細剥離痕剥離痕のある

剥片・剥片・砕片・石錘・磨石
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挿図

写真図版

出土遺橋

層位

別
種

種

器
口径‐器高‐底径 (cm)

残存率
月合土 焼成色調 特記事項

Fig 40-1 SD104
灰色砂 士璽

(132)― (64)

30%
密 2～ 3mm程 度の長石を多 く合む 良

灰黄(25Y6滋 )

SD104
灰色砂

弥生土器 (168)― (61)‐

25%
密 1～4mm程度の長石 をやや多 く含 む 良

黄灰 (25Y6/2)

Fig 40-3 SD104
灰褐色細砂

希主生弥

一
璽

・ ‐(51)-33
細片

密 05～ 5mm程 度の長石 を含 む

にぶい黄橙(10YR 6/4)

SD104
灰掲色細砂 甕

Ⅲ…(50)-68
細片

やや密 2～ 3mm程度の長石、礫を多 く合む 良

にぶい責橙(10YR 6β )

Fig 40‐ 5 SD104
灰掲色細砂

弥生土器

養

ヤ ー(68)― (76)

40%
やや粗 05～ 3mm程 度の砂礫 を多 く含む 良

黄掲(25Y98Ⅲ

内面に炭化物付着

Fig 40‐ 6

PL20

SD104
灰掲色細砂

土 製 品

田締

45‐ 46‐ 24
ほぼ完形

冒 05～ 3mm程 度の長石を晏 く含み、2 0mm程

度のクサ リ礫 を多 く合む にぶい黄橙(10YR 6/4)

569g

Fi9 40-7

PL20

SD104
灰褐色細砂

・ ‐(76)-34
細片

密 2～ 5mm程度の長石、クサリ礫 を多 く合 む 良

にがい黄(25Y6/3)

てづ くね土器

Fig 41 1 SD107

晴褐色細砂

須恵器杯

蓋

'(25)
細片

密 良

IttrN∩ ′∩ヽ

Fig 4■2 SD107

暗褐色細砂

須恵器杯 (139)(30)‐ (63)

50%
留

青灰(5B91
Fig 41-3 SD108

鉢

(48)‐ 30-27
ほぼ完形

密 1～ 3mm程 度の長石を含む 良

浅黄(25Y力3)

てづくね土器

Fi9 4+4 SKl13 弥生土器

甕

ナ_(35)

細片

密 3～ 5mm程 度の長石を多 く含む 良

にぶい責橙伸OYR 7r2)

Fig 41-5 SK124 弥生土器

鉢

★―(49)

細片

密 泉

浅責(25Y7β )

Fig 41‐ 6 SD128 弥生土器

甕

(228)― (83)―

20%
密 良

にぶい黄橙(10YR 7/2)

Fig 42 1 SD220
黒褐色土

弥生土器 (154)‐ (54)‐

25%
やや粗 05～ 3mmの 長石、クサリ礫 を含む やや不良

灰 白(10YR 8耀 )

Fig 42-2 SD220
黒褐色土

弥生土器 (192)― (51)

細片

やや密 05～ 5mmの 長石 を含 む 艮

にぶい黄橙 (10YR 6/3)

Fig 42-3 SD220
黒褐色土

弥生土器 (196)― (35)

150/O

やや粗  05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 良

明黄褐(10YR 714)

Fig 42‐4 SD220
黒褐色土

(230)― (49)‐

25%
やや粗 05～ 4mmの 長石、石英、クサリ礫を含

む

やや不良

橙(5YR 7/6)

Fig 42-5 SD220
黒褐色土

弥生土器 (236)‐ (69)‐

細片

粗 1～ 4mmの 、長石、クサ リ礫 を含 む 艮

橙イ5YR 7/6Ⅲ

Fig 42-6 SD220
黒褐色土

弥生土器

磐善

・ ,(78)‐ 67
70%

やや粗 7mm内 の長石、石葵を含む 艮

明赤掲(2 5YR 5/6)

Fig 42-7 SD220

黒掲色土 甕

(130)― (49)‐

25%
やや粗 4mm内 の長石、石英、雲母 を合む 良

灰白(25Y7/1)

Fig 42-8 SD220
黒褐色土

弥生土器

甕

(127)― (63)―

25%
やや粗 05～ 3mmの 長石、石英、雲母を合 も 良

黄灰 (25Y6/1Ⅲ

Fig 42‐9 SD220
黒掲色土

弥生土器

甕

(21 9)― (66)―

159む

やや粗 05～ 2mmの 長石、石英、クサリ礫 を含

む

やや不良

灰黄(25Y7/2)

Fig 42-10 SD220
黒褐色土

獅 笙 土 益

甕

・ ―(23)‐

細片

やや粗 4mm内 の長石、石英を含む 良

明赤掲(5YR 5/6)

Fi9 42-11 SD220
黒掲色土

弥生土器

甕

i‐
(71)

細片

やや粗 05～ 6mmの長石、クサリ礫 を含む やや不良

にぶい赤褐 (25YR 5μ )

Fig 42-12 SD220
黒褐色土

弥生土器

甕

(230)― (74)―

109る

やや粗 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む やや不艮

にぶい黄橙(10YR 7/4Ⅲ

Fig 43-13 SD220
混礫黒褐色土

希土エ弥

士
璽

・ ―(281)-78
90%

やや粗 05～ 3mmの 長石、クサリ際を含む 不艮

にぶい構(7 5YR 614)

Fig 43‐ 14 SD220

混礫黒褐色土 一里

大―(40)

細片

やや粗 05～ 4mmの 長石を合む 良

にぶい責橙(10YR 7r3)

Fig 43‐ 15 SD220
混礫黒掲色土

弥生土器

甕

ヤー(21)

細片

やや粗 1～ 7mmの 長石、クサリ礫 を含む 良

にぶい責橙 (10YR 6 4)

Fig 43-16 SD220
混礫黒掲色土

弥生土器

甕

・ (24)‐

kfR片

糧 05～ 3mmの 長石 を含 む

浅黄橙(10YR 3/3)

Fig 43-17 SD220
混礫黒褐色土

郵 笙 主 希

鉢

・ ‐
(79)‐

細片

やや粗 1～ 5mmの長石を含も 良

明掲(75Y5/6)

Fig 43-18 SD220
混礫黒幅色土

弥生土器

甕

(244)‐ (29)―

細片

やや密 05～ 3mmの長石を含む 良

浅黄(25Y7/3)

Fig 43-19

PL20

SD220

暗掲色シル ト

弥生土器 (174)― (114)

400/6

やや粗 7mm以 内の長石、石英、クサ リ礫 を含

む

艮

にぶい責橙 (10YR 774)

Fig 43-20

PL21

SD220
暗褐色シル ト

杯 工 土 誘 (170)― (112)

細片

やや粗  1～ 5mmの 長石 を含 む 艮

構(75YR 7/6)

二次焼成を受ける

Fig 43‐ 21 SD220

暗褐色シル ト

弥生土器

壷

(136)(91)
33%

やや粗 5mm内 外の長石、石英、クサリ礫を合

む

良

にぶい橙(75YR 7/4)

Fig 43‐ 22 SD220
暗褐色シル ト

弥生土器 177 -(11 1)

80%
やや粗 05～ 3mmの 長石、クサリ礫 を多 く含む やや不良

にぶい黄橙

`10YR 7/3Ⅲ

二次焼成 を受 ける

Fig 43‐ 23 SD220
暗褐色ンルト

弥 生 土器

一理

(398)― (96)‐

11°/。

密 05～ 4mmの 長石、石英、クサ リ礫 を晏 く含

む 灰 (5Y91)

Fig 44-24 SD220
暗褐色ンルト

卵 生 主 希 (190)‐ (70)

50%
やや粗 5mm内 外の長石、石英 を含む 良

灰責(25Y7/2)

遺物一覧表

Tab.33 実測遺物一覧表 (1)
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遺物一覧表

Tab.34 実測遺物一覧表 (2)

挿図

写真図版

出土遺橋

層位

別

権

種

器
口径―器高―底径 (cm)

残存率
胎土 焼戌色調 特記事項

Fig 4牛25 SD220

暗褐色シル ト

弥生土器 ・ ‐
(136)‐

17%
やや粗 05～ 4mmの 長石、クサ リ礫 を多 く含 む 不良

黄灰(25Y6/1)
二次焼成 を受ける

Fig 44‐ 26

PL21

SD220
賠掲色シル ト

弥生土器

甕

・ (87)

細片

密 05～ 3mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 艮

黄灰 (25Y6/1Ⅲ

Fig 44-27

PL20

SD220
暗掲色シルト

弥 王 土 誘
文―(95)-58
40%

密 05～ 3mmの 長石 、石英 を含 む 艮

灰黄 (25Y η2) 卜型壷

Fig 44-28

PL21

SD220

暗褐色シル ト

弥生土器

甕

(196)‐ (64)

17%
密 05～ 2mmの長石、クサ リ礫 を含 む 良

褐灰(10YR 411)

Fig 44‐ 29 SD220

暗掲色シル ト

弥生土器

甕

(188)‐ (152)―

13・/6

やや粗 05～ 5mmの 長石、クサ リ礫 を夕 く含 む やや不艮

褐灰 (10YR 5r2)

Fi9 44-30 SD220
暗掲色シルト

弥 ⊆ 土 希

甕

・ (75)

細片

やや粗 1～ 5mmの長石を含む 艮

にぶい黄橙椰OYR餅3)
二次焼成を受ける

Fig 44-31 SD220
暗褐色シルト

弥生土器

甕

・ ‐
(87)‐

細片

密 05～ 3mmの 長石、クサリ礫 を合 む 良

灰黄褐仰OYR 5/2)

Fig 44-32 SD220

暗褐色シル ト

弥生土器

甕

ャ
片

士　
細

やや組 1～4mmの 長石 を含 む 良

にぶい橙 (5YR 7/4Ⅲ

Fig 44‐ 33 SD220
暗褐色シル ト

弥 工 土 喬

甕

・ ―(38)

細片

やや粗 05～ 2mmの長石、クサリ礫を含む やや不艮

黄灰(25Y6/1 二次焼成を受ける

Fig 44-34 SD220
暗掲色ンル ト

弥生土器

姿

・ (41)

細片

やや粗 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 良

灰黄(25Y6/2)

Fig 44-35 SD220

暗褐色 ンル ト

弥生土器

甕

ヤ‐
(62)‐

細片

やや粗 05～ 4mmの 長石、クサ リ礫 を含 む やや不良

黒(10YR 2/1)

Fig 44-36 SD220
暗褐色シル ト

弥生土器

甕

十
〈57)

細片

粗 1～ 5mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む

にぶい黄橙(10YR 6r4)

Fig 44-37 SD220
暗褐色シル ト 甕

ヤ
(57)

細片

やや粗 05～ 3mmの長石、クサ リ礫 を含 む やや不良

黄灰(25Y02)
Fig 44-38

PL22

SD220
暗褐色シルト

弥生土器

秦

(397)― (213)‐

細片

粗 1～ 7mmの長石 を多 く含む 良

にぶい責橙 (10YR 6/4Ⅲ 二次焼成を受ける

Fig 45-39

PL22

SD220
皓褐色 シル ト

弥生上器

甕

(225)‐ (214)

15°/。

やや粗 05～ 4mmの長石、石英、クサリ礫 を含

む

良

灰黄褐(10YR 6T2〕

Fig 45-40

Pと 22

SD220

暗褐色シル ト 鉢

(260)-161-74
40・/6

やや粗 6mm以 内の長石、石英 を含む 良

橙(2 5YR 6/6)

Fig 45‐ 41

PL22

SD220
暗帽色シル ト

弥生土器

鉢

385-237-ヽ 30
ほIF完形

やや粗 05～ 6mmの 長石を含む 艮

にぶい黄 (25Y α4)

Fi9 45-42

PL23

SD220
暗掲色シルト

弥生土器

吉善

55-61-80
90%

密 05～ lmmの長石 を含 む 泉

オリーブ黒(5Y3/1)

Fig 45-43

PL23

SD220
暗褐色シルト

弥 生 土 器

壷 蓋

38‐ (59)‐ (110)

ほぼ完形

粗 1～4mmの 長石 を含 む 良

にぶい黄橙(10YR 6μ )

Fig 45-44 SD220

暗掲色 シル ト

弥生土器

鉢

(127)‐ (64)―

17%
やや粗 05～ 4mmの 長石、クサ リ礫 を含 む やや不良

オリーブ黒(5Y3/1)
二次焼成を受ける

Fig 45‐ 45

PL23

SD220

暗掲色 シル ト

弥生土器
文_(46)43

700/O

やや粗 05～ 4mぃ の長石 、クサ リ礫 を含 む やや不艮

にぶい黄橙 (10YR″3) 手づ くね土器

Fig 45‐ 46 SD220
暗褐色シル ト

土 製品 円

板

52-56-11
ほぼ完形

やや粗 05～ 2mmの長石、石葵、クサ リ際 を含

む

艮

目巳イN15/0ヽ 3859

Fig 46-47 SD220
暗灰色シル ト

弥生土器
Ⅲ―(110)

33%
やや粗 5mm内外の長石、石英、クサリ礫を合

む

良

にぶい黄橙(10YR 6T4)

Fig 46-48 SD220
暗灰色シルト

弥生土器

甕

・ ‐
(68)‐

細片

密 05～ 2mmの 長石 、石英 、クサ リ礫 を含 む 良

灰黄 (25Y6/2Ⅲ

Fig 46-49 SD220
暗灰色シル ト

弥生土器

甕

キ‐
(62)‐

細片

密  05～ 2mmの 長石、クサ リ礫 を含 む

黒褐(10YR 3/1)

Fig 46-50

PL23

SD220

断ち割 り等

弥 生 土 器

甕

(264)― (125)

40%
粗 1～4mmの 長石、1～ 5mmの 石英、1～ 4mmの

チャートを合む

良

にぶい橙(7 5YR″ 4)

Fig 46‐ 51 SD220

断ち割 り等

弥生土器

甕

★―(55)

細片

粗 15～ 5mmの 石英、1～ 2mmの長石 を含む 良

にぶい橙 (7 5YR″ 4)

Fig 49-1 SD234 弥生土器

甕

!―
(16)

細片

やや粗 05～ 2mmの 長石 を夕 く含 む やや不艮

浅黄(25Y脅9
F1949-2 SD234 弥 主 主 盃

甕

・ ―(16)

細片

やや粗  05～ 2mmの 長石 を最 く含 む やや不良

赤褐(25YR 4/6)

Fi9 49-3 SD235 弥生土器 ・ (18)

細片

やや粗 05～ 2mmの長石、クサ リ礫 を多 く含む やや不良

にぶい橙(7 5YR 6/4)

Fig 49-4 SD238 弥生土器

甕

・ ‐
(30)‐

細片

やや粗 6mm以 内の長石、石英 を含 む 良にぶい

黄橙臼OYR 6J4)

Fig 49-5 SD238 弥生土器 ・ ‐(47)

細片

やや粗 05～ 4mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 艮

明黄褐aOYR 96)

Fig 49‐ 6

PL24

不 製 品

不明

(172)― (57)― (35)

Fig 49‐ 7

PL24

SD243 須恵器杯 (146)38‐
25ワ 3

密 05～ 4mmの長石を含む 良

灰白(N7/0)

Fig 49‐ 8 SD244 弥生土器

甕

・ ―
(27)―

細片

密 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 艮

明未裾イБvR S′ 6Ⅲ

Fig 49-9 SD244 弥 工 主 盃 ・ ―(46)80
30%

粗 3mm前後の長石、クサリ礫、チャートを合

む

良

暗灰(N3/0)

Fig 49-10 SD279 弥生土器

甕

・ ―(27)‐

細片

やや粗 05～ 4mmの 長石、石英、クサリ礫 を多

く含む。2mm程度の自雲母微量含 む

良

灰白(25Y8/2)
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挿図

写真図版

出土遺構

層位

別

種

種

器
国径―器高―底径 (cm)

残存率
】合土 焼成色調 特記事項

Fig 51 1 SD283

暗褐色土 一璽

・ ‐(57)

細片

密  05～ 2mmの 、長石、クサ リ礫 を含 む 艮

灰白(25Y8/2)

Fig 51‐ 2 SD283

暗褐色土

弥生土器

甕

(240)― (79)―

細片

やや粗 05～ 5mmの長石、クサリ礫 を多 く合 む 良

褐(7 5YR 4/4)

Fi9 51-3 SD233
暗褐色土

弥生土器

甕

ヤー(92)
細 片

やや粗 05～ 5mmの 長石、石英、クサ リ礫 をタ

く含 む

やや不艮

にぶい黄掲 (10YR,9
Fig 5+4 SD283

暗褐色土 甕

・ ―(80)‐ 75
30%

やや粗  05～ 5mmの 長石 、チ ャー トを多 く含 む

灰白(5Y7/1)

Fig 51‐ 5 SD283

暗掲色土

弥生土器

甕

‐
(44)‐

i細
片

―(58)‐ '17%
密 05～ 3mmの長石、クサリ礫 を含む 良

にぶい黄橙(10YR 6/3)

Fig 51‐6 SD283
黒掲色土

弥生土器 (129)― (88)―

25%
やや粗 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を夕 く含 む やや不良

灰 自(10YR″ 1

Fig 51-7

PL24

SD283
黒褐色土

弥 笙 土 益
!(40)72

200/。

密 05～ 2mmの 長石、石英 、クサ リ際 を含 む

黄灰(25Y6/ヽ )

Fig 51-8 SD283

黒褐色土

弥生土器 ・ ‐
(67)‐

細片

やや粗 05～ 4mmの長石、チャー ドを多 く含む 良

にぶい責橙(10YR 6/3)

Fig 51‐ 9 SD283
黒褐色土

弥生土器

甕

キー(7H)

細片

密 05～ 5mmの 長石、雲母含 む 良

黄灰 (25Y4/1Ⅲ

Fig 51引 0 SD283

黒褐色土

必 EE主誘

甕

ナ_(61)

細片

密 05～ 2mmの 長石 を含 む 良

黒褐(10YR 3/2)

Fig 5+11 SD283
黒褐色土

弥生土器

甕

Ⅲ ―(50)―

細片

やや粗 05～ 3mmの長石、クサリ礫 を含 む 良

暗灰黄(25Y5/2)

Fig 51 12 SD283

黒褐色土

弥生土器

甕

・ ‐
(39)‐

細片

やや粗 05～ 3mmの長石を多 く含む 畏

掲灰 8 0YR守1)

Fig 5Ⅲ 13 SD283
黒褐色土

弥 生 土 器

密

'‐ (29)

細片

やや粗 05～ 3mmの 長石 を含 む

黒 (N15/Ol

Fig 5+14 SD283
黒掲色土

弥生土器

甕

'(52)
細片

やや粗 05～ 2mmの長石、クサ リ礫 を含む やや不良

にぶい黄橙(10YR留4)

Fig 5+15 SD283

黒褐色土

弥生土器

甕

F_(74)62

50°/。

やや粗 05～ 4mmの長石、クサ リ礫 を多 く含 む 良

灰黄 (25Y7/2)

Fig 5+16

PL24

SD283

黒褐色土

弥生土器

警蓋

(133)‐ (59)‐

25・/c

やや粗 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む やや不艮

黄灰(25Y5/1)
二次焼成 を受ける

Fig 51引 7 SD283

黒褐色シル ト

ヤ‐
(74)‐

細片

やや粗 05～ 4mmの長石、クサリ礫 を多 く含 む やや不良

浅黄橙(7 5YR 874

Fig 51 18 SD283

黒褐色シル ト

弥生土器

鉢

・ ―(55)

細片

密 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を多 く含む 良

にぶい黄橙(10YR 6/4)

Fig 51 19 SD283
黒褐色ンルト

弥生土器

甕

¨―(26)
細 片

やや粗 05～ 3mmの長石、クサ リ礫 を夕 く含 む 艮

灰黄(25Y G/2Ⅲ

SK233 卵 笙 工 誘 ・ (69)

細片

やや粗  05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む やや不艮

明赤褐(25YR y6〕
二次焼成を受ける

Fig 55-2 SK233 弥生土器

鉢

(233)‐ (34)‐

3ヽ%
やや粗 05～ 3mmの長石、クサリ礫 を合 む やや不良

にぶい掲(7 5YR 5/3)

Fig 55‐ 3 SK233 弥生土器

密

(220)-259-(70)
33%

やや粗 05～ 3mmの 、長石、チャー ト、クサ リ

礫 を多 く含む

良

橙

`7 5YR 6/6】Fig 57

PL26

SK239 弥

甕

生土器 '― (34)59
細片

やや粗 05～ 3mmの長石、チヤー ト、クサ リ礫

を含 む

やや不長

浅黄橙(10YR 813)

Fig 59-1 SP221 弥生土器
k―

(35)

細片

やや粗 05～ 4mmの長石、クサリ礫 を多 く含 む やや不良

黄灰(25Y6/1)

Fig 59-2 SP223 弥生土器

養

・ (13)

細片

やや粗 05～ 3mmの長石、クサリ礫 を含 む やや不良

にぶい黄掲

“

OYR 98)

Fig 59-3 SP246 弥生土器

甕

・ ‐(50)

細片

密  05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 艮

明赤褐 (5YR 5/6Ⅲ

Fig 59-4 SP246 弥 生 土 器

士璽

56 ‐129‐ 53
ほば完形

密 05～ 5mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 良

にぶい橙(7 5YR 6/4)

Fig 59‐ 5

PL26

SP246 弥生土器 =‐ (21)

細片

やや粗 05～ 4mmの長石、チャー ト、クサ リ礫

を夕 く含む

良

にぶい黄橙(10YR 7/3)
無頸壷

Fi9 59-6 SP290 弥生土器

甕

“(204)― (144)―

150/O

やや粗 05～ 4mmの長石、石英、クサ リ礫 をレ

く含む

長

灰イ75Y5/1Ⅲ

Fig 61

PL27

SD301 弥生土器
Ⅲ―(45)

細片

密 05～ 4mmの 長石、クサ リ礫 を含 む

にぶい赤掲(5YR 5μ )

Fig 62-1

皓褐色細砂

弥生土器

甕

Ⅲ―(76)

細片

密 05～ 3mmの長石、クサリ礫 を含む 良

橙(25YR 96)
Fig 62-2 SD303

暗掲灰色細砂

弥生土器 140‐ (95)‐

15°/。

密 05～ 3mmの長石、クサリ礫 を合む 長

憧 (5YR脅6)

Fig 62‐ 3

PL27

SD303
暗褐灰色細砂

弥生土器 (184)‐ (39)‐

25°/。

冨  05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 泉

暗灰黄(25Y5/2〕

Fig 62‐4 SD303

暗褐灰色細砂 士璽

・ ‐
(76)―

細片

密 05～ 3mmの長石、クサリ礫 を含む 良

赤褐(5YR 4/6)

Fig 62‐5 SD303
暗褐灰色細砂

弥生土器

甕

'― (38)

細片

密 05～ 2mmの長石、クサリ礫 を含む 良

灰黄褐

“

OYR守2)

Fi9 62-6 SD303
暗褐灰色細砂

弥生土器

甕

! ―
(33)―

細片

密 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 良

明赤褐イ5YR 5/6)

Fig 62-7 SD303

暗褐灰色細砂

卵 笙 土 喬

鉢

Ⅲ ―(63)―

細片

密 05～ 2mmの 長石、クサ リ礫 を含 む

褐灰(10YR 5/1)

遺物一覧表

Tab.35 実測遺物一覧表 (3)
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遺物一覧表

Tab 36 実測遺物一覧表 (4)

捧図

写真図版

出土遺桶

層位

別

種

種

器
日径―器高―底径 (cm)

残存率
胎 土 焼成色調 特記事項

Fig 62-8

PL26

SD303
灰色細砂

弥生土器

甕

(171)‐ (114)

17°/c

やや粗 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 良

にぶい掲 (75YR 5/3)

Fig 62-9

PL26

SD303
灰色細砂

弥生土器

甕

★―(64)

細片

冒 05～ 2mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 艮

灰白(25Y3/2)

Fig 62 10

PL26

SD303
灰色細砂

弥 王 土 綴

密

'(58)
細片

やや粗 05～ 3mmの 長石、チャー トを含む 良

灰自●OYR 8盟 )

Fig 62‐ 11 SD303
灰色細砂

土製品

紡錘車

51 ‐51‐ 11

ほld完形

密 05～ 3mmの長石、クサ リ礫 を含む 良

褐灰 (10YR 6/1)
307g

Fig 65 1 SD309

黒掲色細砂

弥生土器

鉢

・ ―(23)-33
30%

やや粗 05～ 2mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 艮

灰黄(25Y7耀Ⅲ

二次焼成 を受ける

手づ くね土器

Fig 65-2

PL28

SD309
黒褐色細砂

弥生土器

鉢

(70)-42-28
60°/。

密 05～ 2mmの 長石、クサ リ礫 を含む 良

暗灰黄(25Y守 2)

二次焼成 を受ける

手づ くね土器

Fig 65‐ 3 SD309
黒褐色細砂

弥生土器

甕

・ (63)

細片

粗 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含む 良

にぶい黄橙(10YR 7滋 )

二次焼成を受ける

Fig 65-4 SD309
黒褐色細砂

弥生土器

甕

‐‐(41)

細片

密 05～ 3mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 艮

にぶい橙 (7 5YR 6/4〕

Fig 65-5 SD309
暗褐色細砂

弥生土器

恋

'― (28)

細片

密 05～ 2mぃ の長石、クサ リ礫 を含 む 良

暗灰黄(25Y5耀 )

Fig 65-6 SD309

晴褐色細砂

弥生土器

菱

・ (50)

細片

密 OS～ 2mmの 長石、クサ リ礫 を含む 良

灰黄掲(10YR 5定 )

Fig 65‐ 7 SD309
暗掲色細砂

弥生土器

甕

(196)‐ (64)

細片

やや粗 01～ 5mmの 長石 を含 む 長

暗 褐 (75YR 3/3〕

Fig 65-8 SD309
暗褐色細砂

弥生土器

甕

(192)‐ (67)

細片

粗 01～ 3mmの 長石 を含 む 艮

にらミぃ黄褐(10YR 5/3)
二次焼成を受ける

Fig 65-9

PL28

SD309

暗掲色細砂 一璽

(192)― (99)

250/6

密 05～ 3mmの長石、クサリ礫 を合 む 良

灰責褐(10YR 5/2)

Fig 65 10 SD309
灰色シル ト

弥生土器

壺

(146)― (62)

17%
やや粗 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 良

日日き揚イloVR 7熔 ヽ

Fig 65‐ 11 SD309
灰色 シル ト

土製品

円板

73-63-13
ほぼ完形

密 05～ 3mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 艮

にぶい橙(75YR 6海 )

672g

Fig 65-12 SD309
黒灰色ンルト 甕

・ ‐
(45)‐

細片

やや粗 05～ 2mmの 長石、クサ リ礫 を含む 良

浅黄(25Y773)

Fig 65 13 SD309

黒褐色シル ト

弥生土器 ' ‐(34)― (98)

15%
密 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を合む 良

黄灰 (25Y6/1)

Fig 67 1 SD306

黒褐色細砂

弥生土器 ・
(148)― (38)

250/.

やや粗 05～ 3mmの 長石、 クサ リ礫 、チ ャー ト

を含 む

泉

明褐(7 5YR 5/6Ⅲ

Fig 67‐ 2 SD306
黒掲色細砂

弥 生 土 希

甕

!―
(60)

細片

やや粗 05～ 2mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 良

にぶい橙(7 5YR 94)

Fig 67‐ 3

PL29

SD306
黒掲色細砂

弥生土器

甕

(21 9)― (52)‐

細片

やや粗 05～ 4mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 良

明赤掲(5YR 5/6)

Fig 67-4 SD306
黒掲色細砂

弥生土器 (406)‐ (54)‐

細片

密 05～ 3mmの 長石、クサ リ肇、チャー トを含

む

艮

浅黄橙(7 5YR V6)

Fig 67-5 SD306
黒色細砂

弥 生 土器

一璽

(114)‐ (83)

17%
やや粗 05～ 3mmの長石、クサリ礫を含む 良

浅黄橙(10YR V3)

Fig 67-6 SD306

黒色細砂

(204)― (54)

170/6

密 05～ 3mmの長石、クサリ礫 を含む 良

1こ ら`い橙(75YR 6/4)

Fig 67-7 SD306

黒色細砂

弥生土器

甕

(206)― (74)

細片

やや粗 1～ 5mmの長石、石英 を含む 良

にぶい黄 (25Y6β )

Fig 67‐ 8 SD306
黒色細砂

弥 生 土器

甕

(224)― (54)‐

25%
密 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 艮

暗灰黄(25Y5/2)

ｉｇ６７
四

SD306
黒色細砂

獅 王 土 喬

甕

女 _(46)‐

細片

やや粗 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫、チャー ト

を含む

良

にぶい橙(5YR餅 4)

Fi9 67-10

PL29

SD306
黒色細IB/N

弥生土器

甕

・ ‐
(62)‐

細片

密 05～ 3mmの 長石、クサリ礫、チャートを含

む

良

にぶい橙(75YR 6/4)

Fig 68-11

PL29

SD306

暗灰色シル ト

弥生土器 138‐ (141)

806/.

やや粗 05～ 2mmの 長石、クサ リ礫、チャー ト

を合む

艮

橋
`YR A溶

ヽ

Fig 68 12 SD306
暗灰色シル ト

孤 生 主 器 (165)― (110)

150/a

粗  1～ 5mmの 長石 を含 む 良

黄灰(25Y5″ )

二次焼成 を受ける

Fig 68 13 SD306

暗灰色シル ト

・(196)― (43)―

細片

やや粗 01～ 5mmの 長石、クサ リ礫 を含む 良

にぶい掲(7 5YR,4)

Fig 68‐ 14

PL30

SD306

暗灰色 シル ト

弥生土器 ・ ―(187)-67
70%

やや粗 01～ 3mmの 長石を含 む 良

明赤褐 (5YR,6)

Fig 68‐ 15

PL30

SD306

晴灰色シルト

弥生土器 ・ ―(175)

10740%
粗 01～ 5mmの 長石 を含 む 艮

にぶい橙(75YR 7/4)

Fig 68‐ H6

PL30

SD306
暗灰色ンルト

弥 笙 主 盃 '― (105)‐ 110
30%

やや粗 01～ 5mmの長石、石英、クサリ礫を合

む

良

にぶい褐(75YR 54)

Fi9 68-17 SD306
暗灰色シル ト

弥生土器

秦

(202)‐ (62)‐

細片

やや粗 1～ 3mmの 長石、石英 を含む 良

褐(75YR 4/3)

Fig 68-18 SD306
暗灰色シル ト

弥生土器

甕

(196)‐ (75)―

細片

やや粗 1～ 5mmの 長石 を含 む 艮

褐灰(10YR 4/1)

Fig 68 19 SD306
暗灰色シル ト

弥生土器

恋

〈200)(55)
細片

粗 01～ 3mmの 、長石 、石英 、クサ リ礫 を含 む 良

にぶい黄(D5Y98)
Fig 68-20 SD306

暗灰色シル ト 密

(208)― (85)―

細片

やや粗 01～ 5mmの 長石を含 H3 良

にぶい掲(75YR 5/4)
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遺物一覧表

Tab 37 実測遺物一覧表 (5)

挿図
写真図版

出土遺幅

層位

種別

器種

口径―器高‐底径 (cm)

残存率
胎 土 焼成色調 特記事項

Fig 69-21 SD306
暗灰色シル ト

弥生土器

甕

(230)(67)
細片

やや粗  01～3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 長

にぶい掲(7 5YR 5/4)

Fig 69-22 SD306
暗灰色シルト

弥生土器

甕

～‐
(65)‐

細片

粗 1～ 4mmの長石、石英を含む 良

灰黄(25Y7/2)
Fig 69-23 SD306

暗灰色シル ト

弥 fE土希

蓋

・ ―(91)

細片

留 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 良

にぶい赤褐(5YR 5/4)

Fig 69‐ 24 SD306
暗灰色シル ト

弥生土器

甕

・ ―(30)

細片

粗 1～ 4mmの 長石 を含 む 艮

にぶい褐(7 5YR 5/4)

Fig 69-25 SD306
暗灰色シルト

弥生土器

甕

¨―(30)

細片

粗 1～ 4mmの長石、クサ リ礫 を含む 良

赤褐(5YR守6)

Fig 69-26

PL30

SD306
暗灰色ンルト

弥 霊 土 誘

甕 蓋

(224)‐ 108-62
ほぼ完形

やや密 01～ 4mmの 長石、 クサ リ礫 を含 む 良

にぶい掲(7 5YR 5/4)

Fig 69‐ 27 SD306

褐灰色細砂

弥生土器

養

・ ―
(91)―

細片

やや粗 05～ 3mmの 長石、 クサ リ礫 を含 む 艮

にバい橙 (25YR α4)
二次燒成 を受ける

Fig 69‐ 28 SD306

褐灰色細砂

弥生土器

甕

・ ―(70)

細片

やや粗 01～ 5mmの長石、クサリ礫 を含む 良

灰黄掲(10YR 4/2)

Fig 69-29 SD306
褐灰色細砂

弥 主 主 希

鉢

・ ―(49)

細片

粗 01～ 4mmの 長石、石英 を含 む 良

にぶい責橙(10YR 6r3)

Fig 69-30 SD306
褐灰色細砂 円板

46‐ 46‐ 08
ほぼ完形

粗 1～ 3mmの 長石、石英 を含 む 良

明褐(75YR 5/6Ⅲ

Fig 69‐ 31 SD306

褐灰色細砂

弥生土器

養

(192)(61)
細片

粗 1～ 4mmの長石、石英、クサリ礫 を含む

灰黄褐(10YR 4/2)

PL31

SD306
掲灰色細砂

弥生土器

姦

Fig 70-32 SD306
暗捐色細砂 甕

(21 8)― (62)―

17%
やや粗 05～ 3mmの 長石、 クサ リ礫 を含 む 良

明黄掲 (10YR 6/6

Fig 70-33 SD306
暗掲色細砂

弥生土器

甕

(306)‐ (33)―

13°/。

密 05～ 3mmの長石、クサ リ礫 を含 む 艮

明赤褐(5YR 5/6)

Fig 70-34

PL30

SD306
暗褐色細砂

弥生土器

重

・ ‐
(75)‐ (92)

150/。

密 05～ 3mmの長石、クサ リ礫 を含 む 良

褐灰(10YR 5/1)

Fig 70‐ 35 SD306

暗褐色細砂

跡 生 土 誘 ・ ―(92)-205
30%

やや粗 05～ 4mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 良

橙(5YR 716)
大型壼

Fi9 70-36 SD306

暗掲色細砂

弥生土器

甕

・ ―(73)

細片

やや粗  05～ 4mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 艮

灰黄 (25Y7/2)

Fig 70-37 'SD306

暗褐色細砂

弥生土器

甕

¨―(39)

細片

やや粗 05～ 3mmの長石、クサ リ礫、チャー ト

を合 む

良

橙(75YR 6お )

Fig 74-1 SK311 弥 霊 土 誘

高 杯

・ ‐
(37)― (83)

25%
やや粗 05～ 4mmの 長石、クサ リ礫 を多 く含 む 良

明赤褐(25YR 96)
二次焼成を受ける

Fig 74-2 SK311

甕

キー
(52)‐ 75

15%
やや粗 05～ 5mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 艮

潜イfFYR Fヽ′Fヽ ヽ

Fig 74‐ 3 SK312 弥生土器

甕

・ ―
(15)‐

細片

やや粗 05～ 2mmの長石を含む

にぶい掲(7 5YR 5/4)

Fig 74‐ 4 SK312 弥生土器 ・ ―(55)80
15°/。

IE 01～ 3mmの石英、クサリ礫、チャートを含
む

良

にぶぃ橙(7 5YR 7烙 )

Fig 74-5 (110)― (40)

細片

糧 H～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 良

にぶぃ黄橙(10YR 7/4)

Fig 74-6 SK324 弥生土器 ・ (78)

細片

粗 1～3mmの長石、クサ リ礫 を含む 票

黄灰(25Y5/1)

Fig 74-7 SK324 弥生土器
Ⅲ …(44)-60
150/。

やや粗 15～ 3mmの長石、石英、クサリ礫を含
む

良

にぶい責橙(10YR 6r3)
二次焼成を受ける

Fig 74-8 弥 EE土盃
ヤ‐

(80)‐ 176
20%

粗 1～ 5mmの 長石、クサ リ礫 を合 む 良

にぶい黄橙(10YR 6/4)
大型重

Fig 76-1 SD329

褐灰色細砂 壷

178‐ (79)‐

90%
やや粗 05～ 3mmの 長石、 クサ リ礫 を夕 く含 む やや不良

椿イうVR 7熔 ヽ
二次焼成を受ける

Fig 76‐ 2 SD329

褐灰色細砂

土製品

紡錘草

(28)‐ 49引 1

50%
やや粗 05～ 3mmの長石、クサリ礫 を含 む

灰黄褐(10YR 5/2)
125g

Fig 76‐ 3

PL32

SD329
膳llRa細秒

弥生土器 (124)‐ (89)‐

細片

やや密 05～ 4mmの長石、クサリ礫 を合 む 良

灰黄捐伸OYR 4/2)

Fig 76-4 SD329

暗褐色細砂

卵 笙 土 盃
!―

(82)

細片

やや粗 5mm以 内の長石、石英、クサリ礫 を含

む

良

にぶい黄掲(10YR,3)
Fig 76-5

PL32

SD329
暗褐色細砂

弥生土器 ・ ―(80)

細片

やや粗  1～ 4mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 県

にぶい黄橙(10YR 6/4Ⅲ
無頸壷

Fig 76-6

PL32

SD329
暗褐色細砂

弥生土器
女

(31)

細片

密 05～ 3mmの長石、クサ リ礫 を含 む 良

にぶい黄橙(10YR 6/3
無頸壷

Fig 76-7 SD329
暗褐色細砂

誘主生弥

一
璽

(256)― (12)‐

細片

やや粗 05～ 3mmの長石、クサ リ礫 を含 む 良

にぶい橙(75YR η4)

Fig 76-8

PL32

SD329
暗褐色細砂 士璽

150‐ (34)‐

30%
やや粗 05～ 4mmの長石、石英、クサ リ礫 を含

む

やや不良

淡黄イ25Y3/3)
二次焼成 を受ける

Fig 76-9

PL32

SD329
暗褐色細砂

弥生土器 164‐ (90)‐

30%
やや粗 05～ 3mmの長石、クサ リ礫 を合 む

灰白(25Y V2)

Fig 76-10

PL33

SD329

暗褐色細砂

弥生土器

甕

(180)‐ (119)

20°/。

やや粗 05～ 3mmの長石、クサ リ礫 を合 む 良

にぶい捐(7 5YR 5/3)
二次焼成 を受 ける

Fig 76‐ 11 SD329

暗褐色細砂

И生土誘

奏

(208)― (99)‐

細片

やや粗 05～ 5rnの長石 を含 む 長

灰黄褐 (10YR守2)
二次娩成 を受ける

公
υ



遺物一覧表

Tab 38 実測遺物一覧表 (6)

挿図

写真図版

出土遺幅

層位

別

種

種

器
口径―器高―底径 (cm)

残存率
胎土 焼成色調 特記事項

Fig 76-12

PL33

SD329
暗褐色細砂

弥生土器

甕

(214)‐ (135)‐

13%
密 05～ 4mmの 長石、クサ リ礫 を合む 良

明赤掲 (2 5Y V6Ⅲ
二次焼成 を受ける

Fig 76‐ 13

PL33

SD329
暗褐色細砂

弥生土器

甕

(246)‐ (242)―

60%
やや粗 05～ 4mmの 長石 、クサ リ際 を含 む 長

暗褐(10YR 3/3)

Fig 77-14

PL34

SD329
暗褐色組砂

弥生土器

愁

(168)― (127)―

細片

密 01～ 4mmの 長石 を含 む 良

黒褐(75YR 3/1)

Fig 77-15 SD329

暗掲色細砂

弥生土器

甕

(202)― (110)‐

細片

やや粗 05～ 4mmの 長石、クサリ礫 を含む 良

にぶい黄褐 (10YR 5r4)

Fig 77‐ 16

PL34

SD329
暗掲色細砂

弥生土器

甕

(226)‐ (209)

25%
やや粗 05～ 3mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 泉

灰黄褐(10YR 5/2)

Fig 77 17

PL34

SD329
暗褐色細砂

弥生土器

甕

(336)― (170)―

130/.

やや粗 8mm以 内の長石、石英、クサリ礫を合

む

良

にぶい橙(7 5YR 6/4)

Fig 77-18 SD329

暗褐色細砂

弥生土器

甕

ヤ ー
(189)一 (85)

15°/。

やや粗 05～ 6mmの 長石 を含む 良

黒(7 5YR 2/1)

Fig 77-19 SD329

暗褐色細砂

弥生土器

甕

・ ―(55)‐

細片

やや粗  5mm内 の長石 、石英 、 クサ リ礫 、 l mm以

下の雲母 を合 む

艮

橙 (75YR 6/6)

Fig 77‐ 20 SD329
暗褐色細砂

弥生土器

碁

・ ‐
(56)‐

細片

やや粗 6mm内 の長石、石英、クサリ礫、l mm以

下の雲母を含む

良

明褐茶(5YR 5/6)

Fig 77-21 SD329
暗褐色細砂

弥生土器

甕

・ ―
(111)

細片

粗 1～ 8mmの 長石、クサ リ礫 を含む 良

にぶい褐(7 5YR 574)

Fi9 77-22 SD329

暗褐色細砂

弥生土器

甕

・ ―(86)

細片

やや粗 05～ 3mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 艮

暗灰黄(25Y5/2)

Fig 77‐ 23 SD329

暗褐色細砂

弥生土器

甕

・ ―(120)‐ 46
30°/。

粗 1～ 5mmの 長石 を含 む 艮

黒褐(10YR 3/1)
二次焼成 を受ける

Fig 77‐ 24 SD329
暗掲色細砂

獅 主 主 喬

甕蓋

・ ‐
(76)‐ 54

60%
やや粗 6mm内 外の長石、石英、クサリ礫を合

む

良

橙(5YR 7/6)
二次焼成 を受 ける

Fig 77‐ 25 SD329
暗・tB色 細砂

弥生土器

甕

'‐ (37)‐ 70
10%

やや粗 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を夕 く含む 良

にぶい褐(75YR 5/3Ⅲ
底部穿孔

Fi9 77-26 SD329

暗褐色細砂

土製品

円板

62-64-06
ほぽ完形

やや粗  1～ 6mmの 長石、 クサ リ礫 を含 む 艮

橙(75YR 6/6)
343g

Fig 77-27 SD329
暗褐色細砂

品製

板

土

円

39-35-09
ほぼ完形

やや粗 1～ 5mmの 長石 を含も 良

にぶい黄褐(10YR 5/4)

Fig 78‐ 28

PL35

SD329

暗黄灰色シル ト

弥生土器 (162)‐ (124)‐

30%
粗 05～ 6mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 長

にぶい黄橙(10YR 6r4Ⅲ
二次焼成 を受ける

Fig 78‐ 29 SD329
暗黄灰色シルト

弥生土器
オ‐(120)-104
30°/6

粗 1～ 5mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 良

にぶい黄(25Y6r3)

Fi9 78-30

PL35

SD329
暗黄灰色シル ト

弥 生 主 希 (222)― (119)―

250/6

やや粗 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含む 良

浅黄橙(75YR 8μ )

Fig 78-31 SD329

暗黄灰色 シル ト

弥生土器

鉢

・ ―(80)

細片

やや粗 05～ 4mmの 長石、クサリ礫 を含 む 良

にぶい橙(75YR 7/4)

Fig 78-32 SD329

暗黄灰色シル ト

弥生土器 ・ ―(254)

33%
粗 05～ 5mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 艮

橙 (75YR 6/6)

Fig 79‐ 33 SD329
灰色粘土

弥 生 土器

一望

文―(165)‐ 71

30°/。

粗 05～ 6mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 良

にぶい黄掲(10YR 6/4)
二次焼成 を受 ける

Fig 79‐ 34

PL35

SD329
灰色粘土

跡 笙 ■ 奇 190 ‐
(242)‐

30%
やや粗 05～ 4mmの 長石、クサ リ礫 を多 く含む 良

浅黄橙(75YR 3脚 )

Fi9 79-35

PL35

SD329
灰色粘土

弥生土器 (350)― (p74)

206/。

粗 3mm以 内の長石、石英、クサ リ礫 を含 む 良

明黄褐(10YR 6/6Ⅲ
大型壷

Fig 79-36 SD329

褐色 シル ト

弥生土器

甕

～ (80)(138)
30・/.

やや粗 05～ 4mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 艮

橙(75YR 6/6)
二次焼成 を受ける

Fig 79-37 SD329
褐色 シル ト

弥生土器

馨

・ (42)

細片

やや粗 05～ 4mmの 長石、石英、クサリ礫を含

む

良

にぶい黄褐(10YR 4β )

Fig 79‐ 38 SD329

掲色シル ト

弥生土器

甕

・ ―(44)‐

細片

やや粗 3mm内 外の長石、石英 を含む 良

明褐 (7 5YR 5/6Ⅲ

Fig 79‐ 39 SD329

褐色シルト

弥生土器

養

・ ―(62)‐

細片

粗 4mm内 外の長石 、石英 、クサ リ礫 を含 む 艮

にぶい黄(10YR 6/4)

Fig 79-40 SD329
褐色シルト

土製品

円板

53‐ 51‐ 07
ほぼ完形

やや粗 4mm以 内の長石、石英、クサリ礫を含

む

良

浅黄橙但OYR 8/3)
233g

F1983

PL37

SD329
暗褐色細砂

釜 属 契 品

鍋剣

(24),(1 1)― (02)

細片

緑

灰 (75GY 92)

Fi9 84-1 SD335
灰色細砂

弥生土器

鉢

・ ―
(73)‐

細片

やや粗 05～ 2mmの 長石、クサリ礫 を含む 長

黄灰 (25Y5/1)
二次焼成 を受 ける

Fig 84-2 SD335

褐色中粒砂

弥生土器

甕

・ ―(66)

細片

やや粗 05～ 2mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 艮

にぶい黄褐(10YR 5/3)

Fig 84‐ 3 SD335
褐色中粒砂

須恵器杯

身

(123)― (32)

17%
密 良

灰(N6/0)

Fig 84‐ 4 SD335

褐灰色細砂

弥生土器

甕蓋

・ ―(55)-56
90%

やや粗 05～ 3mmの 長石、クサ リ礫 を含 む 良

にぶい褐 (7 5YR 5μ )

Fi9 84‐ 5 SD335
暗灰色細砂

弥生土器 (155)‐ (118)‐

170/c

やや粗 05～ 4mmの 長石、石葵、クサリ礫 を含

む

やや不艮

浅黄橙00YR 3/3)

Fi9 84-6

PL37

SD335
暗灰色細砂

弥生土器 “(102)‐ (22)

細片

やや粗 05～ 2mmの 長石を含む 良

浅黄(25Y7β )

Fig 84-7 SD335
暗灰色細砂

卵 fE主希 ・ ‐(53)

細片

粗 3mm以 内の長石、石英、クサリ礫 を含む 良

にぶい橙(5YR 7/4)
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遺物一覧表

Tab.39 実測遺物一覧表 (7)

挿図

写真図版

出土遺構

層位

別

種

種

器
口径‐器高‐底径 (cm)

残存率
月合土 焼成色調 特記事項

Fig 84-3 SD335
暗灰色細秒

弥生土喬

鉢

(246)― (67)―

10%
やや粗 05～ 3mmの長石、クサリ礫 を合む 良

赤橙(10R6/6)
二次焼成を受ける

Fi9 84‐9

PL38

SD335

暗灰色細砂 高杯

118-(60)
85%

粗 5mm内 外の長石 、石英 、クサ リ礫 を含 む 艮

浅黄 (25Y7/4)
Fig 84-10 SD335

暗灰色細砂

土製品

円板

57 ‐62‐ 08
ほぼ完形

粗 3mm以 下の長石、石英、クサ リ礫 を含む 泉

赤(10R5/6)
346g

Fig 84-11

PL38

SD335
暗灰色細砂

弥生土器

甕

(243)― (176)‐

70%
粗 05～ 6mmの 長石、クサ リ礫 を含む 良

にぶい黄掲(10YR 5/4〕
二次焼成を受ける

Fig 84‐12 SD335

暗灰色細砂 甕

工‐(123)-78
30%

やや粗 05～ 3mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 艮

明赤掲 (5YR 5/6)
二次焼成を受ける

Fig 86‐ 1 SD336

暗褐色細砂

弥生土器 (131 )‐ (53)―

細片

やや留 05～ 3mmの 長石 、石葵 を含 む 長

褐灰(10YR 4/1)

Fig 86-2 SD336
暗褐色細砂

弥生土器 (176)‐ (105)‐

25%
やや粗 05～ 3mmの長石、クサリ礫、チャー ト

を含む

良

浅黄橙

“

OYR 874)

Fig 86‐3 SD336
暗褐色細砂 一璽

(168)― (98)‐

25%
やや粗 05～ 3mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む やや不良

橙(5YR 6/6)

Fig 86‐4 SD336

暗掲色細砂

弥生土器

甕

・ ‐
(100)

細片

粗  1～ 6mmの 長石 、石天 、クサ リ礫 を含 む 艮

褐

`7 5YR 4/4ⅢFig 86‐5 SD336
暗褐色細砂

弥生土器

甕

★‐(61)

細片

粗 1～ 6mmの長石、クサ リ礫 を含む 良

にぶい費橙(10YR 7/3)
二次焼成を箋ける

Fig 86-6 SD336
暗掲色細砂

卵 工 主 喬

甕

(21 0)― (87)‐

細片

やや粗 05～ 5mmの長石、クサリ礫 を含む 良

灰黄(25Y6/2)
Fig 86-7 SD336

暗黄掲色細砂

弥生土器 '― (29)

細片

粗 05～ 5mmの 長石 、石英 を含 む 良

にぶい橙(75YR 6/4)
Fig 86‐3 SD336

灰褐色細砂

弥生土器

甕

・ ‐
(45)―

細片

粗 1～ 5mmの 長石、クサリ礫 を含む

にぶい黄褐(10YR 5/4)

Fig 86‐9 SD336
灰掲色細砂

獅 工 土 器

甕

・ ‐(63)

細片

粗 1～ 5mmの 長石、石英、クサリ礫 を含む 良

明赤掲(5YR 5/6)

Fig 86-10 SD336
灰掲色細砂

土 製品

円板

51‐ 48‐ 09
ほぼ完形

粗 1～ 5mm以 内の長石、石葵、クサリ諜、雲母

を合む

良

明褐(75YR 5/6)
285g

Fig 86-11 SD336
暗灰色シルト

弥生土器
士 _(38)‐ 106
25%

密 05～ 3mmの長石、クサ リ礫 を含む

にぶい黄橙(10YR 6/4)

Fig 86‐12 SD336

暗灰色 シル ト

土製品

円板

29-28-07
ほぼ完形

粗 1～ 2 5mmの長石を合む 良

浅昔イ25Y7/4Ⅲ

Fig 86‐13 SD336

褐色細砂 甕

・ ‐
(94)―

細片

召 05～ 3mmの 長石 、クサ リ礫 を含 む 良

黄灰(25Y4/1)
Fig 88-1 SD338

暗掲灰色細砂

弥生土器
k ‐

(34)‐

細片

密 05～ 3mmの 長石、クサリ礫 を含む 艮

灰責褐 (10YR 6/2)

Fig 88-2 SD338
黒褐色細砂

弥生土器

磐

・ ―
(55)‐

細片

やや粗 05～ 4mmの 長石、クサリ礫 を含む 良

灰(5Y4/1)

Fig 9o SK327 (500)― (175)‐

20%
粗 5mm内 外の長石、石英、クサリ礫 を含む 良

明赤褐(25YR 5/6)
大型壺
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遺物一覧表

Tab.40 実測遺物一覧表 (3)

挿図 写真図版 出土遺構 層位 器種 最大長ゃm) 最大幅 lcm) 最大厚←m) 重量 (g) 石材 特記事項

Fig 47‐ 1 SD220 灰黄色土 石錐 16 サヌカイト 1類

Fig 47-2 SD220 灰責色土 石錐未製品 1■ 7 サヌカイ ト

Fig 47-3 SD220 灰責色土 石匙 (29) サヌカイト

Fig 47-4 SD220 灰黄色土 小型方柱状片刃石斧 凝灰岩か ?

Fig 47‐ 5 SD220 黒褐色土 石鏃 サヌカイ ト 凸 H基式

Fig 47-6 SD220 黒掲色土 ノッチ サヌカイト

Fig 47-7 PL23 SD220 黒褐色土 石核 サヌカイト

Fig 47‐ 3 SD220 混礫黒褐色土 石錐 05 サヌカイト

Fig 47‐ 9 SD220 断 ち割 け等 石棒 (83) 1195 緑泥片岩

Fig 48-10 SD220 晴掲色シル ト 磨製石包丁 (53) 安山岩

Fig 48‐ 1l  PL24 SD220 暗褐色シル ト 磨製石包丁 (39) 390 流紋岩 長方形

Fig 48‐ 12  PL24 SD220 暗褐色 シル ト 打製石包丁 577 サヌカイト II B類

Fig 48-13 SD220 暗掲色 シル ト スクレインヾ― (34) サヌカイト

SD220 暗褐色シル ト 打製石斧 サヌカイト

Fig 50 SD234 くばみ石 (5603) 軟質砂岩

Fig 52-1 SD233 掲色土 石鏃 サヌカイト 平基式

Fig 52‐ 2 SD283 褐色土 楔形石器石核 サヌカイト

Fig 53‐ 3  PL25 SD283 暗掲色土 打製石包丁 570 サヌカイト HB類

Fig 53-4 PL25 SD283 暗掲色土 打製石斧 (66) ■7 サヌカイト

Fig 54-10  PL25 SD283 黒褐色土 スクレイパー (127) 1371 サヌカイト

Fig 54‐ 1l  PL25 SD233 黒褐色土 楔形石器 サヌカイト

Fig 54-12  PL25 SD283 黒掲色土 楔形石器石核 855 サヌカイト

Fi9 54-13 SD283 黒掲色土 標形石器石核 11 (145) サヌカイト

Fig 54‐ 14  PL25 SD283 黒褐色土 砥石 3346 軟質砂岩

Fig 54-5 SD283 黒掲色土 石鏃 (29) (15) サヌカイト 平基式

Fi9 54-6 SD283 黒掲色土 石錐 サヌカイト I類

SD283 黒褐色土 スクレイバー 89 サヌカイト

Fig 54-8 SD283 黒褐色土 スクレイパー 242 サヌカイト

Fig 54‐ 9 SD283 黒褐色土 スクレイパー 705 サヌカイト

PL25 SD283 黒褐色土 素材 21 軽石 未調整

Fig 56 1 SK233 石鏃 サヌカイト 平基式

Fig 56‐ 2 石 鏃 (07) サヌカイト 平基式

Fig 56-3 SK233 石錐 17 サヌカイト Ⅲ類

Fig.56-4  PL26 SK233 スクレイ′{― サヌカイト

Fig 56‐ 5  PL26 スクレイパー (39) 176 サヌカイト

Fig 58 打製石包丁 (49) 07 サヌカイト HA類

Fig 60‐ 1 SP255 石錐 11 サヌカイト II類

Fig 60‐ 2 SP292 石 鏃 サヌカイ ド 凹基式

Fig 63 1 SD303 黒褐色細砂 石錐 サヌカイト I類

Fig 63‐ 2 SD303 黒掲色細砂 スクレイアヾ― サヌカイト

Fig 63‐ 3  PL27 SD303 黒掲色細砂 スクレイバー (102) サヌカイ ト

Fi9 63-4 SD303 責灰色細砂 スクレイパー サヌカイト

Fig 63‐ 5 PL28 SD303 灰褐色細砂 磨製石包丁 (99) 676 安山岩 ? 杏仁形

Fig 64-6 SD303 灰掲色細砂 くばみ石 9281 硬質砂岩

Fig 66 1 SD309 黒掲色細砂 石鏃 03 サヌカイト 平基式

Fig 66‐ 2  PL28 SD309 黒褐色細砂 スクレイパー (59) 205 サヌカイト

Fig 66-3 PL28 SD309 黒褐色細砂 スクレイバー (li6) サヌカイト

Fig 66‐ 4 PL28 SD309 灰色 シル ト スクレイパー (76) サヌカイト

Fig 71-l  PL30 SD306 黒褐色細砂 磨製石包丁 (43) 安山岩 ? 長方形

Fig 71-2  PL30 SD306 黒掲色細砂 紡錘車 177 安山岩

Fig 71‐ 3  PL31 SD306 黒色細砂 石核 77 879 サヌカイト

Fig 71-4 SD306 黒色rR砂 敲き石 3081 軟質砂岩

Fig 71‐ 5 SD306 黒色細砂 敲き石 11 1 10608 硬質砂岩

Fig 7+6 SD306 暗褐色細砂 打製石包丁 (45) サヌカイト II B類
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遺物一覧表

Tab.41 実測遺物一覧表 (9)

挿図 写真図版 出土遺構 層位 器 種 最大長 (cr) 最大幅←m) 最大厚←m) 重量 (g) 石材 特記事項

Fig 71-7 SD306 暗褐色細砂 打製石包丁 07 サヌカイト

Fig 72-10 PL31 SD306 暗灰色 ンル ト 打製石斧 665 サヌカイ ト

Fi9 72-11 SD306 暗灰色シル ト 敲き石 5630 硬質砂岩

Fig 72‐ 12 SD306 暗灰色シル ト 台石 (290) (90) (34600) 硬質砂岩

Fig 72‐ 8  PL31 SD306 暗 ,天色 シリレト 打製石包丁 (62) 372 サヌカイト HB類

Fig 72-9  PL31 SD306 暗灰色シル ト スクレイ′ヾ― (69) 238 サヌカイト

Fig 73-13 SD306 褐灰色細砂 楔形石器石核 18 (2157) サヌカイ ト

Fig 73‐ 14  PL32 SD306 掲灰色細砂 敲 き石 2157 サヌカイト 接合資料

Fig 75-1 SK324 石 鏃 17 サヌカイド 平基式

Fig 75-2 SK324 石鏃 12 サヌカイト 平基式

Fig 75-3 SK324 磨製石斧 結晶片岩

Fig 80‐ 1 SD329 掲灰色細砂 石 鏃 (29) サヌカイト 平基式

Fig 80-2 Pし 36 SD329 褐灰色細砂 石 匙 〈34) 10 サヌカイト

Fig 80-3 SD329 掲灰色細砂 扁平片刃石斧 10 流紋岩

Fig 80‐ 4 PL36 SD329 褐灰色細砂 スクレイパー (64) (250) サヌカイト

Fig 80-5 SD329 褐灰色細砂 敲き石 8583 硬質砂岩

Fig 80-6 SD329 褐灰色細砂 石 核 3143 安山岩

Fig 80-7 PL36 SD329 褐灰色細砂 管 玉 碧玉

Fig 81‐ 10 PL36 SD329 暗掲色細砂 石鏃 (32) サヌカイト 凸基 I式

Fig 81-1l  PL36 SD329 暗掲色細砂 石錐 チャート ‖類

Fig 81-12  PL36 SD329 暗褐色細砂 石匙 (33) サヌカイド

Fig 31-13  PL37 SD329 暗褐色細砂 微細剥離痕のある剥片 (100) サヌカイト

Fig 81-14  PL36 SD329 暗褐色細砂 磨製石包丁 結晶片岩 長方形

Fig 81-15  PL36 SD329 暗褐色細砂 打製石包丁 (83) 510 サヌカイト

Fig 81‐ 16  PL37 SD329 暗褐色細砂 スクレイパー 610 サヌカイト

Fig 81-17 PL37 SD329 暗褐色細砂 スクレインヾ― 07 サヌカイト

Fig 81-8 PL36 SD329 暗褐色細砂 石 鏃 サヌカイト 凹基式

Fig 81-9 PL36 SD329 暗褐色細砂 石鏃 サヌカイト 凹基式

Fig 82‐ 18 SD329 暗褐色細砂 微細剥離痕のある剥片 1354 サヌカイト

Fig 32-19  PL37 SD329 暗褐色細砂 打製石斧 1372 安山岩

Fig 82-20 SD329 暗掲色細砂 楔形石器 41 300 チャート

Fig 32‐ 21 SD329 暗掲色細砂 打欠石鍾 77 2208 軟質砂岩

Fig 82-22 SD329 暗黄灰色 シル 石 錐 サヌカイト 1類

Fig 82-23 SD329 掲色シル ト 石鏃 14 サヌカイト 平基式

Fig 82‐ 24 SD329 褐色 シル ト 石 匙 サヌカイト

Fig 85-1 SD335 暗灰色細砂 石 鏃 (23) (■ 4) サヌカイト

Fig 85-2 SD335 暗灰色細砂 石鏃 (24) 14 サヌカイト 平基式

Fig 85-3 SD335 暗灰色細砂 石 鏃 (25) (19) (16) サヌカイト 凹基式

Fig 85-4 SD335 暗灰色細砂 石 錐 (30) サヌカイト H類

Fig 87‐ 1 SD336 暗褐色細砂 石鏃 サヌカイト 凸基 I式

Fig 87-2 SD336 晴掲色細砂 磨製石斧 (30) (21) (227) 蛇紋岩

Fig 87-3 SD336 暗褐色細砂 打欠石鍾 2389 軟質砂岩

Fig 87‐ 4 PL38 SD336 暗褐色細砂 磨製石包丁 (135) (35) 砂質片岩 長方形

Fig 87-5 SD336 灰褐色細砂 スクレイパー (45) (68) 295 サヌカイト

Fig 87-6 PL38 SD336 暗灰色 シル ト 素材 軽石 未調整

Fig 87‐ 7 PL38 SD336 暗灰色シル ト 素材 17 軽石 未調整

SD338 暗褐灰色細砂 打製石包丁 i2 608 サヌカイト IA類
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写真図版

(凡例)

遺物写真の右下に記す呑号は、

Fig.番 号―遺物番号

と理解されたい。





PL.1

第 1調査区全景

(北半、南から)

第 1調査区全景

(南半、南から)

SD101土層断面B― BI

(南 から)
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―
■.||'I■ |'|―|■■   |
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rlIⅢⅢ

SD104土層断面

(南 から)

SD107土層断面

(南 から)

SD108土層断面A― A▼

(南 から)



PL.3

平辞畿跨∵ ―.

SDlll・ 112土層断面D― Di

(南 から)

SDlll土層断面A―ド

(南 から)

SDl12土層断面F― P
(南 から)



PL.4

SD128・ 129・ 130土層断面

(】 とから)

SD104。 107・ 111完掘】犬況

(北 から)

SB127全景

(東 から)



PL口5

第 2調査区全景

(西 から)

第 2調査区中央付近

(耳 ヒんヽら)

SD220縦断面

(横断セクション以南①、

西から)

11'



PL口6

SD220縦断面

(横断セクション以南②、

西から)

SD220縦断面

(横断セクション以南③、

西から)

SD220Jヒ Eき

(層衛から)



PL口7

SD220横断セクション

上層断面

(南 から)

SD220南壁

(】 とから)

SD220完掘

(東 から)



PL日8

SD241土層断面

(耳 ヒから)

SD244■層断面

(南 から)

SD279土層断面A一 Ai

(層打から)



PL.9

SD280■層断面

(F衛 から)

SD283完掘】犬況

(】 ヒ〕煮から)

SD283土層断面

(拡張部西壁、東から)



SD283」ゴ冒凹両面

(拡張部北壁、南から)

SK233土層断面A一A!

(南半、東から)

SK233土層断面B一 B'

(南 から)



PL日 11

SK239遺物出土状況

(耳 ヒん`ら)

SK240■層断面

(西 か ら)

SK240完掘】犬況

(耳 とから)



PL.12

SK294土層断面

(南 から)

ST268完 1屈】犬況

(Jヒ i石 んヽら)

SK276土層断面

(戸衛か ら)



PL日 13

SP246遺物出土状況

(南 から)

SD301土層断面

(東 から)

SD303完掘】犬況

(耳 ヒ〕煮から)



PL.14

SD309完掘】犬況

(東 から)

SD306遺物出土状況

(東 から)

SD306南壁土層断面①

(Jし から)



PL.15

SD306南壁土層断面②
(耳 ヒん`ら)

SD313礫 出土状況

(南 から)

第 3調査区D区全景

(東 から)



PL.16

第 3調査区D区全景

(拡張前、西から)

SD329銅剣出上部分

東壁土層断面

(西 から)

(左側竹釜部分より銅剣

出土)

SD329西側人骨及び

銅剣出土状況

(一部拡張後、北から)



PL日 17

SD329銅剣出土状況

(西 から)

SD329東側獣骨出土状況

(南 から)

SD329人骨出土状況

(南 から)



PL日 18

SD329人骨出土状況

および北壁土層断面

(南 から)

SD329南壁土層断面

(耳 ヒから)

(手前溝状の窪みは人骨

取上げ時の掘り込み)

SD329北壁土層断面

(人骨取 り上げ後、南から)



PL日 19

SD335完 1屈

および土層断面

(耳 ヒ東から)

SD336完 1屈

および土層断面

(】 ヒ東から)

SD338南壁土層断面

(1と から)



03に¬d



卜3・¬d



33口¬d



8乙
磯
¬d



PL.24

49-749-6

51-16



PL口25

土ＳＤ２８３聯



9g日¬d



とこ
口
¬d



, 83日¬d



6τ
t¬

d



08B¬d



71‐3

SD306

褐灰色細砂

PL口31

SD306

褐灰色細砂

71-3



乙8日¬d



88・¬d



レ8・¬d



98日¬d


